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「
北
京
H
東
京
枢
軸L
以
後
と

ア
ジ
ア
の
流
動

問
中
附ハズ
の
樹
立
は、
わ
が
凶
に
と
っ
て、
あ
ま

り
に
も
伶
明
久
し
き
外八え

眠薬
で
あ
っ
た
だ
か
ら、

政
治
家
や
外
交
山口
が、』
の

懸奈の
巾火
山引
合
わ
が
乎
で

来
た
そ
う
と
し
た
の
は
ψ！
然
で
あっ
た
し、
マ
ス
コ

ミ
や
同
氏
の
多
く
が
H
小
に
山聞
け、
日
中
以
後
に
大
rぜい

・
い
に

期待
を
つ
な
い
だ
こ
と
も、
ま
た
必
撚
の

樹勢

で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
いψ
し
か
も、
日
中

的守

関
交
樹

立川後
の
小
川
を
絞
る
制
際

制労
は
・ぃ〈
き
な

変
動泌
総
に
あっ
た
子一
け
に、
状
況
を
山内
－m
に
お
い

て

H凡退
す
こ
と
は、
な
か
な
か
で
き
に
く
い
こ
と
で

も
あっ
た。

‘台j�共有1)ii,l!h�匂か

そ
の
よ
う
な
な
か
で、
サ
イ
は
役
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る。
だ
が、
投
げ
ら
れ
た
サ
イ
は、－
r
思
ど
お
り

の
開
を、
そ
の
後一
も・ぶ
し
つ・つ
け
て
い
る
で
あ
ろ
う

、。品Hい
わ
ゆ
る
「
北
ぷ
H
山本．μ

収納t
の
形
成
以
米、

わ
が
同
を
と
り
ま
く
同
際

環境
は、
か
え
っ
て
厳
し

く
なっ
た。
臼
米
関
係、
白
ソいえ
渉、
対
ア
ラ
プ
外

火、
対
ア
ジ
ア
外
交
に
お
い
て
こ
の
と
こ
ろ
あ
い
次

い
だ
わ
が
凶
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー－
パ
ン
チ
は、
な
に

も
わ
が
闘
が
あ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
サ
イ
を
投
し
た

こ
と
に
すべ
て
起
附
す
る
と
は
い
え
な
い
に
し
て

も、
あ
の
と
き
サ
イ
を
投
じ
さ
え
す
れ
ば、
すべ
て

が
版
凶削
減
収、
も
は
や
用
維
な
外
交
ぷ
起
は
な
く
な

り、
日
中
幅刊
時
代
が
締
し
い
ア
ジ
ア
を
切
り
開
く
と

い
っ
た
桜
侠ぬけ
神
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
へ
の
深
刻
な

U弘
行
を
迫っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
る匂

だ
と
す
れ
は、
わ
が
凶
に
と
っ
て
い
ま
ざ
し
せ
ま

っ
て
必
要
な
こ
と
は、
わ
が
同
を
九
る
悶
際

環山引
を

リ
ア
ル
に
分
析
し、
私
品開
ず
る
状
況
に
応
え
削げ
る
政

策

宮小山川
寸
る
こ
と
で
あっ
て、
そ
れ
は
広
く
わ
か

－M
の
安
全

保仰
の
問
泌
に

もum
m
す
る
の
だ
が、
こ

の
平
凡
な山市汁
然
の
市
柄
に
対
す
る川協
議
が

忘外
に
も

さ
わ
め
て
は抑
制”
だ
と
思
わ
れ
て
な・り
な
い。

吋
山
し
た
灯
油
危
機
や
附
伏
さ
れ
る
小
ソ
危
機、

毎
れ
に
過
般
の．内
沙
昨

・は州市
件
に
比
ら
れ
た
ア
ジ
ア

の
波
尚
い
状
況
は
ア
ジ
ア
に
鉱
が
り、
そ
の一
泌
が

す
で
に
附
山
し
た
ア
ジ
ア
の．k
n
は
遣
の
問
題
と
と

も
に、
わ
が
凶
の
安
全

保附
の
問
題
に
すべ
て
M
m

す
る
は
ず
で
あ
る
の
に、
い
ま
ど
に
こ
の
間
泌
に
つ

い
て
の
波
誠
は
叩怖
い
よ
う
で
あ
る。
汁
え
の
構
造
に

馴
れ
た
U
本
凶
氏
の
桁
性
は、
や
は
り・叫
際
に
安
会

保
向
上
の
出
常
に
川
会
わ
な
い
か
左
り、
t－止
さ
れ

な
い
の
で
あ
ろ
う
か・

甘
え
と
い
え
ば、
n
小
出
火
の

前後
か
ら

急通
に

形
成
さ
れ
た
H

小友
好
関
係
は、
わ
が
削
の
体
制
が

叙
・本
的
に
変っ
た
の
で
は
な
い
だ
け
に、
ど
う
凡
て

も．不
自
然
な
は
ず
だ
が、
こ
の
不
自
然
さ
を
与
え
よ

う
と
す
る
こ
と
自
体
が、
こ
の
間、
棚
上
げ
さ
れ
て

き
た＠
だ
が、
必
近
の
司
態
は、
そ
の
よ
う
な
け
え

に
た
い
し
て、
ぽ
つ
ぽ
つ
冷
水
が
浴
び
せ
か
け
ら
れ

よ
う
と
す
る

兆i献
を
災
づ
か
せ
ず
に
は
お
か
な
い。

もっ
と
も、
内
外
と
も
慢
に
ぶ
つ
か
？
た
制限
の
あ

る
問
中
政
徐
に
た
い
し
て、
小
川
は、
依
然
と
し
て

好
広
的
で
あ
り、
同
内
で
も
．必
川
さ
く
さ
く
だ
っ
た

先
般
の
川
小・
太
平
別
行
悩
の
同

会減
叫
に
つ
い
て

も、
こ
れ
を
た
だ
ひ
と
り
好
広
的
に
汗
価
し
た
の
が

・去
る一
月
二
十
五
日
付
の
『
人
民
日
ur
で
あっ
て

み
れ
ば、
小
川
の
そ
の
よ
う
な
態
岐
に、
ー
た
し
ば

ら
く
は
汁
え
て
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

し
か

し、
そ
の
よ
う
な
中
間
の

態阪
に
も
か
か
わ
ら
ず、

最
近
の
以
に
か
か
る一
巡
の
兆
似
を
や
は
り
綜
佼
す

る
b
T
こ
ま
φ
LP
U、い
で
あ’
？？。

」
i
l
』
』
』
3
1
l・
4
，
．

そ
れ
は、
ま
ず
第一
に、
日
中
関
係
の
今
日
の
よ

う
な
友
好
聞
係
｜｜
つ
量
り、
わ
が
間伐
財
界
と
の

緊
官
な

癒hh
関
係
を
北
京
の
判明
政
継
が
は
た
し
て
ど

こ
ま
で

総り
し
て
ゆ
け
ろ
か
ど
う
か
と
い
ろ
間
組
で
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ある。つまりわが同の側において、
日中航空

協定の問．泌がリムロ路線とからんではかばかし

く
進似しないのと川総
｜｜わが悶の勾合はき

わめて顕伝的だが
ll中凶の側には
潜在的に

今HのようなU中関係にた・いする
夜抗があり

はしないか、
という問也でもあるω

このことは、
吋然、
ぷ近の
批林批孔巡劾に

Jむ
川内辿せざるを得ないが、
孔チ批判・始hh帝

礼誌のキャンペーンが
林彪批判からさらに対

ソ批判に結びつけられてゆくなかで、
中国の

外交政官勢が，P山秋外交から
川内び排外
主義的な

「対外磁」へ転ずるのではないかという兆候

も無視できず、
この一月以米、
批林批仇巡品川

がベートーベン批判やミケランジェロ・アン

ト＝－fi－－の川町品川「・中間への批判、
主－Hには

中凶にとってよさm
Mm旬円であるはずのオlエ

ン・ラチモア救
授批判にまで及び、
他方では

化北京ソ巡大
使灼Uの一
郎迫放、
凶沙．出叶・H仰で

の対市ベトナム知期決戦と相次ぐ緊
迫状況の

なかで、
この．一月間臼には、
日中間交以米は

じめて、阿帥神大限ダナ協－MAにからんで中同外

交路の対日抗d戸別が品川く品川せられたのであ

った。
このが%は、
やはり日中凶係に甘えは

Jされないことを物的つてはいないか＠

、、

ア
ジ
ア
諸
国
と
対
中
国
交

他方、
む近の流動的なアジア悦労のなか

で、
中凶は、
アジア全体のなかにどのような

似似を占めているのであろうか。

米中長近、
－m－Mの凶巡参加、日中間、λ、ベ

トナム和平と絞いた一巡の
情勢を眺めれば、

中凶はこのような，時の流れ’に来
三、アジ

ア市凶との関係を大いに改作し、
アjアにお

いてますますAmZカを強めるものと二ゅでは

予測されたし寸マスコミは例によって、
アシ

ア消同が同相次いで対中
改ぺいをはかりつつある

かにしばしば叙したが、
hp引えは、
決してその

ようではない。

アJ7dM
Enにいうのは、
原信さに欠

けるので、
ここではインド刊大陸のパキスタ

ンを西辺とし、
わが日本列ぬを米辺として、

その附に侠まれるアジアの非
共必胤諸問を対

魚にしてみると、
そこには．μ数少ないよう

で、
抗民地である
狩浴、マカオ、
英’以プルネ

ィ、
それにこのぬんHの中l然として台湾を除い

ても%に卜じカ川tの凶かあるω

インド、
スリランヵ、
モルディプ、
ネパー

ル、
プ1タン、
シァキム、バングラデシュ、

ピルマ、
タィ、
ラオス、カンボジア、
市ベト

ナム、マレーシア、シン．カ．ホlル、インドネ

シア、フィリピン、
総凶にほかならない。かぜ

米中後近によってアメリカによる足伽はな

くなり、
小問の問辿
参加によって中内との凶

交関なになんら品践的支附はなく、
しかもu

中同交が
災現したのだから、
これら諸国は

，U吋の流れ’に沿って続々
と対中正前化を来

たし、
小川との
戸泌を深めていろかに
続%さ

れカちたが、
七－
EA月の臼中間交以後すで

に一
年半もたつた今日、
むのアジアJ凶のな

かで中川と協同たに向いえを聞いた凶は、
人口わ

’L主

ずかLl一万のインド洋kのぬ酬明同モルディプ

一カ凶のみである。

これら十七力同ω3ち？でに小川常次ぷし

ている附は八カ川、
うち小川との凶ヌ聞係が

従米から正常であったのはネパlルとスリラ

ンカの三カ凶のみ、
北京と相手凶の双万に正

式に火使か・aA換されているのは、
製作、
依然

としてネパiル、ス勺ランカ、
ピルマの．－一力

関にしかすぎない。

インドネシア、力ンホジアは川交断絶のま

まだし、インドは代別人伎のままである。

九－t一Oクーデターの
陰明、シアヌlク亡命
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政
権の
同
組、
中
印
同境
紛
争と
そ
れ
ぞれ
手
掛い

似が
あっ
たの
で
あ
り、
ピ
ルマ
の
ネ・
ワィ
γ
政

純
と
の
あ
い
だの
似
も、
以
近
よ
うや
く
泌
え
た
ば

か
り
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
攻
尖は、
い
う
ま
で
も
な
く、
ア
ジ

ア
出
問と
中
同との
地
則
的・
医
史的
ま
た
民
政的

に
近
く
て
遣い
彼
惨な
J関
係
に
縦ざ
し
てい
るの

で
あ
り、
こ
の
よ
う
なア
ジ
ア
の
現
尖と
「
中
同の

UL
の
d
問
題に
つ
い
て
は、
払は
こ
れ
まで
に
も

し
ば
し
ば
述べ
て
きた
の
で
こ
こ
で
は
く
り
か
えさ

ない
〈さ
し
あ
た
り、
綿一行
『現
代
中
間
と
同
際
関

係
人
日
本
抽出
京
協
会、
｝
－九
じ－二
年、
会
開）。

「
北
京
H
東
京
枢
軸」
の
重
要
性

し
かし、
た
と
えば
A
S
E
A
N
J
同は、
すで

に
二刀で
は
ソ
述・
よ
欧
J
凶との
外
交関
係
に
つ

い
ては、
これ
を
ほ
と
ん
ど
制樹
立
しお
わっ
て
い
る

の
で
あ
る。
た
と
え
ばマ
レ
ーシ
ア
は、
昨
年、
北

ベ
ト
ナム、
米ド
イ
ツ、
北
側
鮮と
も
国
交
を
樹
立

伽
して
お
り、
A
S
E
AN
d
凶の
な
か
でソ
巡と
刷

出
交
を
制倒
立し
て
い
ない
唯一
の
同フ
ィ
リ
ピ
ン
も、

附

例年、
モ
ン
ゴ
ル
と
さ
え
同
交
を
結
んで、
ソ
述と

似
の
仏

Z接触も
進んでい
る。

uu

これ
ら
諸
国は、
し
ば
し
ば
対
中正
常
化の
ジエ

ス
テュ
ア
は
示
す
が、
依
然と
し
て
右に
見
た
よ
う

な
現
災に
あ
り、
九
十一
カ
国が
すで
に
中
関
を
承

必し
てい
る
今日
の
附
界で、
中
間との
外
交
関
係

が
もっ
と
も
進んで
い
ない
地
域が
なん
と
中間
に

も
っ
と
も
近い
これ
ら
ア
ジ
ア
地域
なの
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
現
災
を
知っ
たと
き、
「
北
京H
東

京
似納」
の
形
成が
中
川に
とっ
て、
い
か
に
市
．裂

な
もの
で
あ
る
か
がう
か
がえ
よ
う。

けれ
ど
も
い
ま、
こ
の
上
う
なア
ジ
ア
の
現
災の

な
か
に、
「ソ
巡の
りご
が
大
きく
忍
び
守っ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る。
そ
れ
だ
けに、
過
授の
出川
沙
附叶

内川市ド
件へ
の
中
同の
反
応は
厳し
く、
セ
ン
シ
テ
ィ

ヴ
で
あっ
た。
凶
沙
問叶
ぬへ
の
強
制収
な
短
期
決
戦
的

武
力
行
使が、

北－HMに
お
け
るソ
巡
大
使節
目
五
人

の
同
外
迫
放と
同
時
に
起っ
たと
い
う
関
速
を、
わ

れ
わ
れは
い
さ
さ
か
も
無
間伐す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る。

私は
昨
年
米、
寸ア
ジ
ア
の
判明
尖と
中
国L
と
題

す
る
大
正の
同
際
関
係
冶の
協殺で
も、
山県
沙・
商

沙・
中
沙・
所
沙の
各
群
－H同の
野
史
的
指HMM
を
と
り

あ
げ、
第二
次
大戦
中に
日
本が
占
領し
た
南沙
野

山
（祈
川
町
山川とリ
よ
事
は
呼
ん
で
い
た）
と
と
も

に
凶
沙問叶
ぬに
つ
い
て
もサ
ン
フ
ラ
ン
シ
スコ
な和

条
約
で
日
本が一
切の
札
利
を
放
来し
た
こ
とや、

こ
れ
ら
悶叶
n何を
め
ぐっ
て
中国、
ム口
汚、－

ン、
ベ
ト
ナ
ム
が
鮒
有
此仰
を
主
波しつ
つ
同
「・

の
決
別がつ
い
てい
ない
こ
と、
京
沙持
んに
山1

』vv

．a岨’t

治
時
代に
日
本
人が
百
余
名
店
位し
て
海
兵を山守ar『

た内記録が
民
間十じ
年の
中
国
側
資
料にも
山
吉い

る
こ
と
な
ど
か品
開
立し、
ぷ
の一
端はAE
ぷに
dhunN

い
て
きた
が、
そ
れは、
こ
の
泌
械がA－
Hの
ア
ジ

ア
の
凶
際
環境の
な
か
で、
海
洋戦
略
上、
最
近
と

み
に
川市
汲
なソ
述の
対
ア
ジ
ア
泌
洋戦
略H
中同
封

じ
込め
戦
時
と
凶
逃
し
てクロ
ーズ
アッ
プ
され
る

で
あ
ろ
うこ
と
砂
子
恕し
た
か
ら
で
あっ
た。

そ
れ
で
は、
こ
の
よ
う
なア
ジ
アの
流動
的
な
的

労の
な
か
で、
その
拡
大の
お
点で
あ
る
ム口
約は
今

後ど
う
な
るの
で
あ
ろヨ
か・
台
湾の
将
来は、
ま

さに、
こ
の
よ
う
な
アジ
ア
の
流
動
的
な
的努の
な

か
で
こ
そ
皮
切泌され
ね
ば
なら
ない
で
あ
ろ
うし、

こ
う
し
た
桃
凶に
おい
て
合
汚の
将
米
を
考え
る
H見

方が
d外
闘に
は
すで
に
出は
じ
め
てい
る。
し
か

も
この
間
脳の
冷
仰な
検
討こ
そ、
わ
れ
われ
H
本

人の
民
族的
代
務で
も
あ
るは
ず
宍
が、
周
知の
よ

う
にわ
が
阿で
は一
般に
まっ
た
くの
タ
ブー
に
な

っ
た
ま
まで
あ
る。

わ
が
凶で
はψ1一仰の
A
組
で
あ
る日ムロ
航枝一筋
の

問
題
をめ
ぐっ
て、
い
ま、
与
実
内部は
割れ、
財
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酬介は
・－A向きの
対中
傾斜に
もか
か
わ
ら
ず、
今
後

の
日
台
航
空路の
ドル
おを日
航もし
くは
全日
空

の
ダミ
ーが
奪うか
点班同
内航
空が
抱るか
で
蹴

い
附
闘をつ
づ
けてい
る。
だが、
い
ずれ
も
目
先

に
く
ら
んで、

長期
的
な
以常一を
ぷみよ
うとは
し

ない。
しか
し、

合尚の
将米の
流動
的
な
可
能性

を
考えた
と
き、
今M
の
よ
う
な
安
劫な
対応の
結

果が、
やが
て
わが
川
を
大きく
MMさぶ
る
こ
とは

ない
で
あ
ろ
うか。

2 

中
ソ
対
立
と

台
湾
問
題
の
新
た
な
帰
趨

周
知のよ
うに、
こ
の
とこ
ろ、
台
湾
（中
4民

間）
の
凶
際的
地
似に
は
決
・近
的
な
変
化
が
あっ

た。だが、
こ
の
変
化は、
一
部でセ
ン
セ
iショ
ナ

しゅa’AA

ル
に
町伝され
た
よ
う
な
♂日山内の
終
丸一」
を
ふ味

するもの
では
なかっ
た
し、
台
湾が
近い
将来、

小
市
人
民
共
和川に
吸
収3れ
るこ
とに
なるもの

で
も
ない
こ
とは、
い
まや
明白で
あ
る＠
まし
て

や
第三
次
同
共令
作や
小川に
よ
る
「

ム日消Mm政」

が
当
而
考え
られ
ない
こ
とは、
中
凶の
内政・
外

／巧

hxの
以
聞方
向と
中
国をと
り
ま
く
悶
際
環境を
リ

ア
ル
に
分
桁して
きた
省に
とっ
ては、
当
初か
ら

回収
然と
してい
たこ
と
で
あっ
た。

だが、
米
中
関
係の
街
令
的かっ
ド
ラマ
チッ
ク

な
版
刷に
幻
惑さ
れ
るあ
まり、
台
湾の
将米に
か

ん
する
兆
現実
的
な
以
引が、
一
一利の
心
均
的正
力

を
と
も
なっ
て
喧
伝され、
日猟
掬さ
れて
きたこ
と

も．中
災で
あ
る＠
それ
だ
けに、
台
湾を
斗る
凶
隙

均墳の
変
化の
狩
訟
を
冷命に
分
析するこ
と
が
必

非必
必
なの
たが、
今日、
その
変
化の
必
味は
ど

の
方
向に
おい
て
求め
ら
れ
るべ
きで
あ
ろ
うか。

こ
の
川泌を
巧える
た
めに
は、
山wl
然、
米
中
川

の
於
大の
イシュ
ーで
あっ
た
台前
間
組が
米中
間

で
どのよ
うに
協議さ
れ、
A日
窓され
たのか
を
検

討し、
推
察せ
ねば
なら
ない。

ま
ず、
一
九
七二
年て
月の
米
小
口脳
会
談の
共

同コ
ミュ
エ
ケ
ハ「上
桝コ
ミュ
ニ
ケ」）
は、
わが

図で
の一
絞
的
な
受け
と
め
方とは
災なっ
て、
米

中MM
M
とも、
台
湾問
泌の
解決に
は
か
なり
μ期

的
な
洛勢
を
保持してい
る
こ
と
を
明らかに
示
唆

してい
た
の
で
あっ
た＠

この
点で
両
者は
きわ
めて
悦引で
あ
り、
小
凶

仰は

十代ムu米
収の
即
時〈h・刷
撤退や
米
H中
防
術相
互

提助
条約の
成
深を
要
求し
なかっ
た
し、
ア
メ
リ

カ
側は、
中
議
人
民
共
和凶が
中
国の
機一
の
合法

政
時別で
あ
ると
する
中
指
側の
原則
的
な
前
提か
ら

すれ
ば、
それ
とは
沿刑情
的に
矛盾する
「一
つ
の

中
国、
だが
す
ぐに
では
な
くL（Oロ帽
の主ロ曲σ
三

口Oご
5
4匂〉
とい
う、
きわ
めて
裂
災的
な
政
策の

枠
組
をつ
い
に
く
ずすこ
と
な
く、
む
し
ろ、
こ
の

政
策へ
の
中
間の
合忠
を
と
りつ
け
るこ
とに
成
幼

し
た
の
で
あっ
た
ハなJ、
こ
れ
らの
点に
つ
い
こ

詳
し
く
は
狐
若
『
・炉
問
似
の
検
必
』、

中
央
公
命
社
、

．
九
七二
年、
金剛山〉。

もと
よ
り、
「
上海コ
ミュ
ニ
ケ」
に
示
さ
れ
て

い
た
よ
うに、
米
中
町
附
会
械では、
ア
メ
リ
刀
が

近い
将
米、
在ム口米山本を
撤
退させ
る
方
向で
の一以

方の
合
立が
あっ
た
で
あ
ろ
うこ
とは
明らか
で
あ

り、
こ
の
問
題は、
その
後、
実
際
的
な
日以
闘
を
遂

げ、
去る
七三
年末に
は、
ベ
ト
ナム
粍
今
支
伎
の

た
め
六五
年に
台
湾中
沼ム口中
近
郊の
治山氷
山内明’ギ

来一
地に
移
駐し
た
米
や括
協臥hハ
千
名の
う
ちロ一
千

沢
有
名が
撤
兵し、
七一日一
年水判明
十代、

台湾に
駐
留

す
る
米
市は、
す
でに

叩町民同
B軍
基地の
mAぷの

補
給部
隊二
千五
有
名と
他の
地

域の米軍・a
f

の
計
四
千五
百
名を
残すに
す
ぎ
ず、
そ

れもL内

部
隊では
な

く昨削減補
給部
隊と
維W
磁

．

に
なっ
てい
るの
で
あ
る。
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この
米
軍
撤退の
店
向は、
今
後も
当然つ
づ
け

られ
る
で
あ
ろ
うが、
こ
うし
た
方向で
の
合
必で

あれば、
ア
メ
リカは一
方で、
台
湾
自
身が
F5

Eジェ
ッ
ト
戦
闘
機のア
メ
リカ
か
らの
眺人に
か

わっ
て
自
力で
や～政し
仰るよ
うに
彼助
する
など

の
方針に
沿いつ
つ、
「グアム・
ドタ
ト
リ
ン」

三
九六
九
年）
以
米の
対ア
ジア
政策
の

川本店

U引を
台
湾に
も
唱細川で
き
るば
か
りか、
米
市
防術

相刊な
MH助
条約に
よ
る
防
衛
特務につい
ては、
W1

・川、
判明
状
紘ねとい
う
条約卜．のコ
ミγ
トメン
ト

を
守
り
な
が
ら、

災
明H
的
に
米

中聞
の

懸案解
決
へ

と
動くこ
とに
なるの
で
あ
る。

中
凶
側も、
こ
の
よ
う
なア
メ
リカ
の
桃山に
泌

足し
てい
る
もの
と
忠われ、
米
中
関
係
改
汗の
前

提とし
て
米
紙
防
衛相
庁一
段助
条約の
山崎
市公をあ
え

て
一攻
求し
てい
ない
点に
注目し
なければ
なら
な

’v

 

現
実
化
へ

進
む
ソ
連
戦
略

‘台i－���＇布•I司·＇ま�｝－�＇］品、

こ
うし
た
米
中
関
係の
変化の
品川
氏に、
中ソ
対

立の
激
化に
伴
う
中
凶の
対ソ
脅威とい
う
点
大な

泌
凶が
あっ
たこ
とはい
う
まで
も
な
い。
つ
ま

り、
すでに
六
九年の
中ソ
危
機に
隙し
て、
ソ
辿

が
試み
た
対中
予
防
攻令につ
い
て
の
対
米打
診

を、
ニ
ク
ソ
ン
大
統領が
同

・察本会
保
悼会
岨械を
緊

急
招
集し
て
・d
dし、
ソ
巡に
強い
拒
絶反
応
を
示

し
た
こ
とに
よっ
て
吋
時の
危
機が
か
ろ
う
じ
て
副

避さ
れた
と
もい
われ
る
中ソ
関
係の
今日
的
な
発

以
こ
そ
ハ
こ
う
し
た
推
測
の
一

部
に
つ
い
て
は
ジ
g

u
フ
・

オ
ル
ソ
ッ
プ
「
ロ
シ
ア
は
中
闘
を
攻
蛾
す
る

か
」、
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
7
イ
ジ
ェ
ス
ト
L
一

九
七
三

年
九
月
ひ。

川
「
ゃ
る
か
、

マ
ら
な
い
か

ll
不
気

味
な
中
ソ
附
域
紛
勢

1l
」、
q
z
s
l
ヨ
l
グ
・

タ

イム
ズ・
マ
ガ
ジン』
一
九七百．
年五
月
十
ニ
n

nv、
bp
Mm〉、
中
川
側
が
泳
中山間
近へ
と
効い
た
れ恥

火の
品円
以で
あっ
た
こ
とにつ
い
て
は、
泌
外の
分

析
山本た
ちのほ
ぼ一
致し
てい
るとこ
ろ
で
あ
る。

こ
うし
た
ソ
巡の
脊戚につ
い
ては、
北方
呉
氏

肢の
臼
攻に
たい
する
湾民
旅の
伝
説的
な

符成感

の
問題は
さ
て
お
くと
し
て
も、
六
九
年の
小ゾ
国

境
衝
突で
のソ
述
側の
年頃
的
川町制労に
よっ
て
ま
ざ

まざ
と
中凶は
それ
を
知り、
い
ままた
小ソ
同
協切

に
集
航し
てい
る
一n
万
t
百一一一
十
万と
推
定
さ
れ

るソ
波
川の
兵みに
よっ
て
深
刻に
それ
を
自
覚せ

ざ
る
を
代ず、
この
こ
とはソ
迎の
奇
襲に
仙える

た
めの
臨
戦
態
労の
併
強
化を
訴えた、
中
川
北ハ必

党十
余大
会
（一
九七三
年八
月〉
で
の
同
思
米
政

治
報
告も
それ
を
物
語っ
てい
た。

そのよ
う
な
折し
も、
七三
年
後
半以
米、
ソ
巡

の
対中
予
防
戦
争に
か
ん
す
る
悩殺が、
Jア
イ
リ

l・
テレ
グ
ラフL
が
伝えた
「サモ
ヒ
ン
文
乃」

ハJ
T
l
ピ
ソ
ド
・
フ
ロ
イ
ド
「
ソ
辿
に
ぶ

ま

る
対
中

予
防
総
争
の
不
安
」、

『
デ

イ

リ

ー
・

テ

レ

グ

ラ

フ』
一
九七三
年八
月八日、
官燃〉
をは
じめ
と

し
て、
必
近の
『
ア
l
ミ
l－
夕
方
1
7
リ
l
L

ハ長〉
誌の
A－
u・
s－
キセ
ン
ド
リン
沿又に
い

た
る
まで、
ソ
述の
1
r
的
配
ほの
洋
制やソ
辿の

官平日脳の
動
向もか
らめ
て
如々
と
派
さ
れ
て
い

る＠しか
も
七二
年
末に
訪
中し
た
ア－
ュ
l
ヨ
ー

ク・
タ
イム
ズ』
のコ
ラムニ
ス
ト、
ジコ
セフ・

オル
ソフ
プ
や
米
政
府中日凶
作も二
五パ
ーセ
ン
ト
か

ら
五
Oパ
ーセ
ン
ト
の
隊本の
範
阿で
真
剣に
こ
と

を
F測し
てい
る
と
あっ
ては、
中
凶の
吋ソ
行山崎

感に
は、
きわ
め
て
切
尖な
ものが
の
ろ
う。

だか、
ソ
述に
たい
する
中
川副の
行山崎は、
こ
う

し
た
北辺の
ほwv
的
脅威に
の
み
あ
る
の
で
は
な

、。－UW

 

一
九六
九年六
月、
「グア
ム・
ド
タ
ト
リ
ン」

に
わ
ずかに
先
立っ
て
鎚起
され
た
「プ
レ
ジ
ネ

フ・
ド
グ
ト
リン
ヘ
す
な
わ
ちソ
述に
よ
るア
ジア

集
団
安保
桃
惣は、
当
初、
当の
ア
ジア
地域に
お
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い
て、
き
わめ
て
不
人
気で
あ
り、
その
は桝
忽の
実

現は
も
と
より、
ソ
速の
彬
符
カ
その
もの
に
つ
い

て
も
疑
問
視
す
るむ
き
が
多
かっ
た
が、
し
かし、

七
0年
代
ア
ジ
ア
村勢の
流
動
的
変
化の
な
か
で、

今日、
その
椛
恕は
外
交
的・
不明
的
ハと
くに
ソ

辿の
泌
作
戦
時に
おい
て〉
に
清々
と
現
実化し
つ

つ
あ
り、
その
成
栄は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
か
ら
の

撤
退の
歩
Aと
小
川の
ア
ジ
ア
政
策の
失
点に
逆
比

例し
て、
ま
す
ます
加
制し
仰ぬ
もの
に
なっ
て
き

てい
るの
で
あ
るω

中
国
の
大
き
な
失
点

こ
の
よ
う
な
成
米の
う
ち
もっ
と
も
鎖
必な
もの

は、
七一
年
五
月の
ソ
巡・
エ
ジ
プ
ト
条
約に
次
ぐ

同
年
八
月の
ソ
印
条
約
（ソ
印
平
和
友
好
協
力
条

約〉
の
締
結で
あっ
た。
こ
の
条
約の
前
副首
位に
つ

い
ては、
当
初、
必
ずし
も
十
分な
注目
が
払
わ
れ

な
かっ
た
が、
いっ
た
ん
緩急の
隙に
は
向
締
約
凶

で
協
必
ずる
（n
g帥ZX）
と
い
う、
い
わ
ゆ
る

「協
議条
．m引L
が
そこ
に
は
取
り
決め
ら
れ
てお
り、

平
和
条
約の
かた
ち
を
と
りな
が
ら
義
的
に
は
本

収
条
約だ
とい
え
るの
で
あ
る。

それ
は
今
日、
ソ
泌が
凶ア
ジ
ア、
出ア
ジ
ア
そ

し
て
米市ア
ジ
ア
の
J
Mお
よ
び
n
本と
存
例
mV磁

的
に
平
和
条
約を
締
結
す
る
こ
とに
よっ
て、
中
凶

包
附
剰と
し
て
の
プレ
ジ
ネフ
桃
恕
を
災現
し
よ
う

と
する
方式の
原
型で
も
あっ
た。

こ
うし
て
ソ
凪
は
イン
ド
との
聞
係
を一
本に
強

化し、
その
よ
うな
状
況
を
行
政と
し
て
印パ
戦
争

か
らバ
ン
グ
ラ
デ
シュ
樹
立へ
と
推
移
し
ていっ
た

だけ
に、
ソ
辿の
郎肺訴
力は
イン
ド
川此
火
山仲で
い行
し

く
治
大し、
それ
は、
じ壬
年
七
月の
ア
フ
ガニ
ス

タ
ン
政
変
に
よ
る
税ソ
政
絡の
成
弘、
じr・
午
十一

月の
プ
レ
ジ
ネフ・
ソ
述
兆
九
党A
U
Kの
以
初の

ア
ジ
ア
諸
川
訪
問とし
て
の
イ
ン
F
d
問へ
と
党
以

し
て
いっ
たω
この
よ
うな
イン
ド
亜
大
陸へ
の
ソ

巡の
進
出が
同
時に
イ
ン
ド
洋
に
お
け
るソ
述
海
軍

力の
埼
強
と
し
て
も
実
現し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

は、
今
日
よ
く
知られ
て
い
る
とこ
ろ
で
あ
る。
こ

の一．
月
上
旬、
ア
メ
リカ
が
「グ
ア
ム・
ド
グ
ト
リ

ン」
以
来の
ア
ジ
ア
か
らの
軍事的
撤
退の
β
向に

反
し、
こ
う
し
たソ
巡の
戦
略
に
対
処
すべ
く
イ
ン

ド
洋
土の
ジエ
ゴ・
ガル
シ
ア
ぬの
紘
泌市
法
地
池

山叫に
つ
い
て
イ
ギ
リス
とA
H芯を
み
た
の
に
対
し

て、
イ
ン
ド、
バ
ン
グ
ラ
デ
シュ、
イ
ン
ド
ネシ
ア

が
い
ち
は
や
く
そ
れに
反
般
含
示した
の
は、
む
し

しん一，

ろ
こ
の
泌域
に
お
け
るソ
辿の
湾
逃
力が
す
で
に
助

か
し
が
た
い
も
の
で
あ
るこ
と
をこ
そ
物
川っ
て
い

トモ
フ。

一
方、
中
闘
は、
バ
ン
グ
ラ
デ
シュ
樹
立へ
と
発

展
し
たベ
ン
ガ
ル
民
放
解
放
闘
争に
つ
い
て
は、
周

知の
と
お
りこ
れ
ま
で
民
放
解
放
闘
争を
会
科
エ
条

と
し
て
制げ
て
き
た
中
同と
し
て
は、
こ
と
も
あ
ろ

うに、
何パ
キ
ス
タ
ン
京
市
政
札への
ぷ
H刊をつ
づ

け
た
ば
か
り
か、
もっ
ぱ
ら
「イ
ン
ド
．反
動
派の
位

略」
と
「ソ
修
役
会
情
凶
中氏践の
陰
ぷ」
へ
の
非
難

に
終始し、
『
今
Uの
い
わ
ゆ
る
『ベ
ン
ガ
ル
同』

も
什刀
司
湖
州
問』
の
や
さ
な
お
しに
す
Mさな
い」

ハ・
人
比
日
制

d
j
nH
『JT
タ－7
j
J
わ
ま
る
A

旬、
お
おっ
ぴ
ら
な
侵
略」、
『人
民
H
d』
一
九
七

－
年
十二
月六
日）
と
い
う
立
場
を－
dし
て
と
り

つ
づ
け、
や
が
て七
二
年
秋
にはバ
ン
グ
ラ
デ
シュ

の
国
巡
加
盟
申
訟
を
中国の
拒
否
権に
よっ
て
葬っ

た
の
で
あっ
たa

中
凶の
こ
の
よ
う
な
江
坊は、
中ソ
対
立、
中
印

対
立と
い
う
状
況
下
で
のパ
キ
ス
タ
ン
と
の
友好
関

係
維持へ
の
出
際
政
治
上の
品川
妹、
多
民
族
問由来と

し
て
のパ
キス
タ
ン
に
お
け
るべ
ン
ガ
ル
民
政
独
泣

が、
中
川
内
絡に
お
け
る
テベγ
ト、
内
モ
ン
ゴ

ル、
汚
切ウ
イ
グ
ル
政と
い
ラ
少
放
民放の
分
隊・

独
以へ
の
剛崎
市問づ
けを
与え
る
こ
とへ
の
懸念、
と

く
に
合
的の
分
伝・
独
立へ
の
占
拠を
与え
る
こ
と
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へ
の
民人深い
懸
念か
らし
て
当
然で
あっ
た
と
も
い

え
る
が、
しか
し、
バ
ン
グ
ラデ
シュ
を
「か
い
ら

い
政
伶」
だと
凡
な
し
た
中
川の
な
場は、
ア
ジ
ア

諸
同
で

の
小
川イ
メ
ージ
を
k
zく
旬つ
け
たの
で

あっ
た。
これ
に
たい
し、
ソ
述は、
中
同の
こ
の
よ
う
な

失
点に
逆
比
例し
て
彩
秤
刈を
鉱
大
し、
七一
年
引が

の
セ
イロ
ン
ハス
リ
ラ
ン
方〉
に
れけ
る
以
政
府必

効に
際
し
て
のパ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
政
紘へ
の
取μ
的

支
媛、
タイ
に
た
い
する
終
近
ハ七
O
年
卜て
月の

通
商
協
定、
七一
年
五
月
の
似
笠
協
定
な
ど）、
七
二

年四
月の
イ
ラ
タ
との
友
好
条
約
締結に
よ
るベ
ル

シャ
苅

へ

の
進
出の
足
掛りの
肱
保
をは
じ
め、
マ

レ
ーシ
ア、
シン．カ
ポ
lル、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
A

S
E
A
N
J
Hへ
の
積
極
的
な
後
近
をは
か
り、
一

方、
米
中
仏間
近へ
の
急転
換に
と
ま
どい、
小
川の

「大
問
中上
手L
に
反
綴し
た
北ベ
ト
ナム
に
た
い
す

る
心に
く
いば
か
りの
市

市援助の
納
大
など
に
よ

っ
て、
ソ
たの
ア
ジ
ア
戦
時は
お々
と
成
米
を
収め

つ
つ
汚
汚
点
を
拡大し
て
いっ
たの
で
あ
る。

ア
プ
ガユ
ス
タン
の
決ソ
的
な
締
政
権
を
山手い
る

そハ
メッ
ド・
ダ
ウ
ド
行相が、
パ
キス
タン
領
内

のパ
タ
ーン
ハパ
シ
トゥ
l
y〉
族分
縫
独
立
を主

弘
す
るハ
タ
トニ
ス
タ
ン
独
政
巡
動の
主
引
い刊で
あ

‘台湾共和問、は，＇｝＇｛�か

る
こと
も、
この
地域の
総
勢の
波
動
化
を
ト
分に

予
測さ
せ、
今
後
その
拘H
MMでの
ソ
述の
影符
カの

m
大
を
も
た
ら
す
こと
に
な
る
か
も
し
れ
な
い。

台
・

ソ
合
作
の
可
能
性

こ
の
よ
う
なソ
迎の
積
鋭
的
な
触
手が、
と
く
に

ソ
巡の
海
洋
服
略
を
汗
対
に
や
が
てイ
ン
ド
洋
か
ら

合
汚泌
峡
を総
て
日
本
海、
オ
ホ
ーツ
ク
海に
述
紡

し
よ
う
と
す
る
方
向
性を
もっ
て
い
る
こ
と
は、
不

泌
浴
を
求め
て
南
下す
る
ソ
巡の
伝
統
的
な海
洋戦

略
か
ら
し
ても、
中
川
匂
阿
川刊
を
形
成し
よ
うと
す

る
今日
の
さ
し
せ
まっ
た
必
品か
らし
ても
山当
然で

あ
り、
その
現
尖
化
が
f
測
さ
れは
じ
め
た
折、
去

る
七三
年五
月、
ソ
巡
忠
隊は
米
第
七
位
隊に
か
わ

っ
て、
つ
い
に
初め
て
台
前泌
献
を
通
過し
たの
で

あっ
た。
も
と
よ
り、
中同
側は、
こ
の
よ
う
なソ
速の
進

出にた
い
し
て、
十
分
に
許
滅
的で
あ
り、円以
近の

浦市下
社総
巡は
ソ
けなの
海
洋
戦
時を
こと
細か
に
報

じ
て
非
燥
をく
り
か
えし
て
い
る
が、
た
と
え
ば、

ニ
グソ
γ
d
中一
カ
月
ま
えの
七一
年一
月、
中川

友
好
協
会
代
ぷが
日
本の
総
作・
中
立
労
山地
必
中
間

に
たい
し、一

九
五八
年
に
フ
ル
シ
チョ
フ
が
中ソ

迎
合艦
隊
をつ
く
る
こと
を
．勢
求し、
そ
れに
よっ

て
・中
問
を
身
じ
込め
よ
う
と
し
た
事
災
をあ
え
てこ

と
新
し
く
ね姫
路し
たの
も、
中
間
が
米
中
後
近の
今

後の
過
程で
のムH
JM泌
献
お
よ
び
台
湾本
ぬか
ら
の

ア
メ
リカ
ぽ・の
撤
退
を
読み
込み、
こ
の
間
隙
をソ

述
が
側め
る
こ
とへ
の
芳
戒と
添削制で
あっ
た
こ
と

は
い
う
まで
も
な
い。

中
同が
3
速
な日
中
出間
近へ
と
ぽ
換
し
た
げ
は収に

も、
こ
うし
た
ソ
巡の
対ア
ジ
ア・
対
日
時間
近へ
の

恋
念が
強
く
働い
てい
た
こ
と
に
つ
い
て
は、
私
自

身、
し
T
し
ぱ
指
摘し
て
きた
と
こ
ろで
あ
る
ハ
術

前勺
友
好
の
織
的附
す
れ
ば
こ
そ」、
『
文
が
み
ur一
九

七
二
年
十
月
ザ、
ほ
か〉．

さ
て、
こ
の
よ
う
な
状
況の
変
化の
な
か
で、
待

港の
中
国
人
分
析
家は、
台
湾と
ソ
巡
と
の
「
合

作」
の
可
能
性
に
つ
い
て
こ
の
よ
うに
拘
尚し
て
い

る。
「
米
合
間
係
が
ひと
た
び
中断
する
と
し
た
ら、

台
北
当
月は
ソ
述
と
合作
を
す
すめ
る
可
能
性
が
さ

わ
め
て
大
きい。
こ
れ
は
当
然、
中
共
とア
メ
リカ

に
とっ
て
q．
ま
し
く
ない
収
初で
あ
る＠
彼
ら
が
こ

れ
ま
で
急進
的
な
方法で
の
台
湾
問泌の
解
決
を
盟

ま
ない
こ
と
の
ヤτ
泌
な
以
内は
『刷刑し
た
庇
か
緋
を

飛び
こ
え
る』
給
mmに
な
る
こ
と
を
恐
れ
てい
る
か

ら
で
あ
る」
（
斉
亦
径
三口
北は
ゆ
き
つ
くと
こ
ろ

ソ
述
と
合
作
す
る
か」、
『
中
市
川
胡C
一
九
七一一一
年
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四
月
号〉。
こ
う
し
て
立て
く
る
と、
米
中
山内
近の
同
点で、

中川
側
に
は
すで
に、
ムH
汚の
将米の
逝
択
肢が
こ

れ
以
上
狭ま
り、
台
湾
自
身の
地似が
こ
れ
以
上の

ポ
駄に
陥っ
た
均
介、
合
的がソ
巡の
ア
ジ
ア
戦
略

の
好
何に
供せ
ら
れ
るの
で
は
ない
か
と
い
う
懸
念

が
あっ
た
こ
と
につ
い
て
は
ほ
ぼ
挑
測
ザ
能
で
あ

り、
ムリ
尚を
合むア
ジ
ア
か
らの
ア
メ
リカ
の
撤
滋

とい
う
方
向を
謀本
前剛健に
し
た
う
えで
の
台
湾の

現状
線持、
し
たがっ
て
米
－事
防
併相
互
惚
助
条
約

の
石山町とい
う
点
での
米
中
間のんH
ふこ
そ、
米
中

AI
ydの
絞
心で
あっ
た・』と
が
ほ
ぼ
樵
務で
き
るの

で
あ
る』
も
と
よ
り、
この
よ
う
なんH
ぷが
あ
れ
ばこ
そ、

中
同に
とっ
て
は、
「ム門
的
解
波」
を
決
し
て
放
策

し
たの
で
は
ない
こ
と
を
ボ
すジェ
ス
チュ
ア
が
さ

し
せ
まっ
て
必
穏
なの
で
あ
ろ
う。
こ
の
よ
う
なジ

ェ
ス
チュ
ア
は、
中
国が
「わ
れ
わ
れ
は
必
ず
台、内

を
解放
する」
今
我
例・
定
要
刷用
政
台
湾」〉
と
い

うスロ
！ガ
γ
を
く
りか
え
し
てい
るに
もか
か
わ

ら
ず、
ぞれ
は
あ
た
か
も
台
湾
仰が
「
大
仰μ
抗」

をスロ
ーガ
ン
と
し
て
は
依
然
唱え
つ
づ
けて
い
る

の
と
同
様、
山wi
削、
その
現
実
的
可
能
性が
巧
え
ら

れ
ない
だ
け
に、
と
り
わ
け
必
．袋
なの
たと
もい
え

ょ
う．

「
台
湾
解
放
」

は
不
可
能
だ

中
国
によ
る
「
台
湾
解放
の
判明
災的
吋
能
性が

ψ1
刈
ヲえ
ら
れ
ない
こ
と
に
つ
い
て
は、
ト九L
火
会

以
後の
中
凶の
政

治初勢が
依
然
と
し
て
流動
的
で

不安
定で
あ
り、
こ
の
内…
か
ら
し
て
も「ム
口、品川
解
欣」

が
さ
し
せ
まっ
た
抑
組
た
とは
思わ
れ
な
い
こ
と
を

指摘
す
る
た
けで
も
十
分
で
あっ
て、
こ
こ
で
ぶ
し

く
述べ
る
必
．襲は
ない
で
あ
ろ
う
が、
そ
れは、

付
式
力
解
放を
前鋭にした
劫A円。

ω
米
軍の
完全
撤退
後に
お
い
て
も、
五
十
万の

一通
常
兵
hHと
百二
十
万の
p

mm兵力を
も
ち、
叫強

力に
泌
俗
化
さ
れ
た
近
代的
跡
地を
もっ

台湾政

府
軍
を
中同
人
民
解
放
年が
攻
略
する
こ
と
は、

担トー
恨
粍
略
上か
ら
み
て
も
．不可
能
だ
と
さ
れて

い
る。

ω
「
台、内
解
欣」
に
際
し
て
松・
ミ
サ
イ
ル
戦
時

を
行
使す
る
こ
と
は
校
術的に
も
道義的
に
も
で

き
な
い。

ω
小ソ
対
ーに
よる
対ソ
臨
戦
態勢の
品川
化に
符

め
ね
ば
な
ら
ない
中
国
人
民
解
放
寧に、
その
戦

力
的
余w怖が
ない・

川w
林
彪
異変に一不
さ
れ
る
よ
うに
中
同
人民
解
放

軍の
指
導的
中
核は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
あ

り、

・ぷ年一
刀の
人民
解
欣
川小
池小刀火
市
Mn
・吋
令

の
大一蜘
異
動
に
示
さ
れ
た
対ソ
倫戦
態
勢の
強
化

に
もか
か
わ
ら
ず、
依
然と
し
て
同
防郎
氏、
総

ム小、．
ぷ
HK以
ド、
市
計H
脳
人
μ
が
変内の
主
まで
あ

る切
か
りに
武
力
解
放
が

幼時年
帥路
上吋
能
で
あ

っ
た
と
して
も、
2白
河
川
’仰』
を
戦
火
ぷ
さ
ら

し
た
あ
との
統
治と
政
治
的・

社会
的
交ぷ
化は

き
わ
め
て
困
難で
あ
る＠

・
ω

第三
次
川
共AH
作を
A，Hむ

千和解欣
を
山川
削除

と
し
た
場
合。

ω
台
湾の
指
称
刷に
そ
れ
を
唱
む
ふわ一叫が
ない。

ω
縛
介
石
政
般
に
市在的
な
不
満を
もち
口るム口

湾
民
衆をAはめ
て、

台湾住
民に
その
YT必が
な

、．、v
ω
篤
介
石
政
機
も
し
くは
その
後
継
政
絃
に
た
い

する
・久
体
制巡
動
（
政
府
転
ぽ
必
動）
が
た
と
え

成
功し
た
と
似
定
して
も、
その
よ
う
な
以
体
制

運
動が
中
間へ
の
統
て
合
作、
吸
収の
万
向を

qL
む
可
能
性は
き
わ
め
て
薄い
も
の
と
問。
わ
れ

る。
ω

台湾が
中
情
人民
共和
川の
ヂ
式
的
な一
作と

し
て
合
体し
た
と
し
て
も、
生
活
水
準、
民
衆の
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立
派水
準の
今日
の
よ
う
な
懸隔は、
むし
ろ
中

市
人
民
共和
川の
側に
とっ
て
きわめ
て
品然
附

‘、．．

 

総な
社
会的
不
安
広川町
同を
提
供
す喝包』
と
と
な

り、
口
土的な
台
湾吸
収に

ゆかかわら
ず、
社

会的・
文
化
的に
は

門中凶
本
土
の
台湾
化」
を

促進する
危険
性が
あ
るu「

仰

文
化
大
革
命
作
後
の
小
川
は
、
「
宅
沢
点
以
後・

の
附
代へ
の一転
換が

安定的に
実
現する
まで、

きわ
めて
多くの
政治
的・
社会的
不
安
定要
閣

を
内
在
し
て
お
り、

ぷ
際
に
は
台
湾
問
泌
を
処
置

するん店
街が
ない

以
上の
よ
うに
、

い
か
な
る
想
定
に
よっ
て
も、

当刷、
ム日
1M
M府
政」
が・小J吋
能で
あ
る
と
思わ
れ

る
だ
けに、
ます
ます
多く
寸台
湾解
放L
のジェ

ス
チュ
ア
が
必
．裂に
なるの
で
あっ
て、
以近の
例

で
は、

レu－一一
年
二
月
の
仰

作ぷ
・

政
協
Ah

川安
削
主

席に
よ
る
政
治
協

市開会
一ぽ
メ
ン
バ

ーとの
北
日以・以
談

会
で
の
「
台
湾
同
胞
L
へ
の
呼
び
か
け、

じ一一一

年海

の
怨ポ芯
諸日
間の
夜日
期
間中に
おけ
る
伝口
供

僑へ
の
心理
的－hw．伝的工
作、
間
同町節レセ
プ
シ

ョ
γ
ハヒミ
年
九月・一
十
九円）
での

染釧失尚
d

に
み
られ
る
「
台
湾同
胞」
へ
の
呼ひ
か
け、
七三

年
九
月の
第
一

回
A
A
L
A
卓
球
大
会へ
の
台
湾
出

身
者テ
iムの
招待、
同
月の
台
湾
凶
・仔介休日
向削
Ar

‘台湾共和問、は然句か

牛一訪中
間の
招読な
どが
おこ
なわ
れ
たの
で
あっ

た。この
よ
う
な
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
に
もか
か
わら
ず、

台
湾
を
総
る
闘
際

環境
の
攻
尖
を
リ
ア
ル
に
必
み
と

れ
ば、

・巾・
凶
が
台
湾
問
題
を、

現
状
維
持
と
い
う
万

向で
凍
結せ
ざ
る
を
得ない
こ
とは
明自で
あ
り、

今
U
の
小
川
の
「
台
湾
同
胞
」

に
た
い
す
る
呼
び
か

け
に
は、

か
つ
て
一

九
五
六
年
に
川
忠
米
総
州
派
外

交
部
長が、
台
湾の
平和
解
放
を
「
台
湾同
胞」
の

寸
愛同
心」
に
訴え
「
凶
民
党の
すべ
ての
市、
政

府
関
係
vnの
続適の
理
解」
とい
う
常
くほ
ど
ぷ
軟

な
，
微
笑外
hx’
に
出て
呼び
か
け
た
と
きの
よ
う

な
切

迫感
が
欠
如
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る

（
周
恩
米
『
当
面
の
悶
際
結
勢
と
中
関
の

外
交
政
策

お
よ
び
行
的
解放の
問
題につ
い
て』、
然
災
山．版

社、
一

九
バ
六
年・、

会
問m
y

米
台
関
係
と
米
中
正
常
化

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
去
る
七
三

年
十
一

月、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
米
国
防

長官
は
六
度
闘
の、

そ
し
て

川筋

ぶ官
と
し
て
は
必
初
の
中
川
訪
問
を
米

た
し、
も
以
来、
局
窓
米
両
行
脳と
会
設
して
新
し

い
米
中
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た。

AF
同
の
巴
沢
南米
セ
席
と
の
会
淡
は、
毛
沢
米
の
非

共
産
関
首
脳との
会
談では
史
上
最
長の
時
間を
貸

し
た
もの
だとい
わ
れ
る
ほ
ど、
あ
る
芯味ではニ

ク
ソ
ン
必

小時
の
めH
脳

会談
よ
り
内
容
の
J
い
も
の

で
あっ
た
と
思わ
れ
る・
しか
も、
今岡の
会
ぷで

は
米
中
桜
近
以
来、

第
四
次
中
米
戦
争
に
い
た
る
ま

での
悦
界
情勢の
進反と
流動する
国
際
役会の
諸

断．L聞に
か
ん
する
広
必
闘な
問
題点が
An滅さ
れ
た

絞
様で
あ
り、
米
中
間の
米
M決の
丸川で
あっ
た

台湾問
必は、
もは
や
当
面の
米
中
間の
最
大の
イ

シュ
ー
では
な
くな
りつ
つ
あ
る
こ
とが・以
唆
され

たの
で
あっ
た。

す
なわ
ち、
米
中
間の
か
た
ちの
う
えでの
光
会

な
正
常
化の
た
めに
は
現
状の
米
台
関
係が
「
必
本

的な
妨げ」
に
なっ
てい
るの
だが、
しか
し
それ

は
も
は
や
「
峨一

の
」

府主
で
は
あ
り
行
な
い
こ
と

が
明らかに
さ
れ
たの
で
あ
り、
こ
の
点が〈J
剛の

米
中コ
ミュ
ニ
ケ
では、
寸
－中米
両
間
関
係
の
豆
常

化は一
つ
の
中
岡の
ぷ則
を
磁必
する
議磁の
う
え

に
な
っ
て
」

尖
現
さ
れ
る
行、

共
同
戸
明
文
の
中
国

側
主
張の
郁分に
，
原則の
舷
凶f
とい
う
文
句が

初め
て
採刻
さ
れ
たこ
とに
よっ
て
さら
に
明
白に

なっ
たの
で
あ
る。

こ
う
し
て、

い
ま
や
米
中
双
方
と
も、
台
湾
問
題

では
山車問、
ド
ラス
チッ
ク
な
政

策変火
をせ
ずに
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形
式
で
は
な
く
よ
り

尖態
的
な
氷
中
間
係
の
正
常
化

を
実
現
す
る
こ
と
に
AH
な
し
た
の
で
あ
り、

れ以
近
の

国
際

情勢
の
炭
闘
と、

と
く
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
l
ト

事
件
の
余
波
や
批
林
批
孔
述
勤
で
掠
れ
る
米
中
山川
方

の
内
政
上
の
泌
，州
は、

こ
の
こ
と
を
さ
し
せ
ま
っ
て

要
求
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て、

台
湾
の
現
状

紙作
に

は、

支
寸
ま
す
明’
H
な
方
向
性
が
ふ
え
ら
れ
た
と
い

え
る
の
で
あ
る。

要
す
る
に
米
中
双
方
と
も、

台
湾
の

地似
を
こ
れ

以
上
大
き
く
変而具
し
た
り、
ムけ
－m
を
こ
れ
以
上
山
μ

の
な
い
状
況
に
追
い
や
っ
た
り
す
る
必
要
が
な
い
ば

か
り
か、

そ
の
よ
う
な
台
的
政
策
を
実
行
に
仰げ
す
余

裕
も
現
災
的
可
能
怜
も
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た

の
で
あ
る。

そ
し
て
す
で
に
凡
た
よ
う
に、
「
プ
レ
ジ
ネ
フ
・

ド
グ
ト
リ
ン
」

に
必
づ
く
ソ
必
の
忍
び
よ
る
胞
と
と

も
に、

ア
ジ
ア
金
城
に
広
が
る
ソ
速
の
軍
事
的
・

外

交
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
加
え
て
中
ソ

同様
の

軍事
的
緊

張
を

巧応
ず
れ
ば、

お
の
ず
と
米
中
間
の
A

Hぷ
の
内

容
も
撒
慢
し
作
る
の
で
あ
ろ。

こ
の
よ
う
な
広
い
枠

組
の
な
か
で、
ム口
問
問
題
は
い
ま
や
米
中
川
の
一
つ

の
小
さ
な
イ
シ
ュ
l
へ
と
忌
化
し
た
の
で
あ
り、

こ

の
点
で
米
小
双
方
は、
1
k
加
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
」

の
仏

神
そ
既
成
の

枠組
の
な
か
で
さ
ら
に
割引
災
的
に
発
以

さ
せ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る。

一

方、

ムH泊
内
今
は、

こ
の
よ
う
な
台
湾
を
絞
る

同
際

環境
の

変化
の
な
か
で、

国
述
退
出、

米
中
後

近、

日

台断
交
と
つ
づ
い
た
一

時
期
の

街
内心
的
な

，
地
す
べ
り
税
仙46

が
ゆ
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で

逃
以

し
た
が
ゆ
え
に、

そ
う
し
た

逆境
の
奈川
治
を
体
験
し

た
んr
u
で
は、

か
え
っ
て
ね
神
的
に
も
川
際

環均
の

う
え
で
も
安
広
化
へ
向
け
て
の
上

持泊料
に
す
す
み

つ
つ
あ
る。

こ
の
よ
う
な

台湾
の

地位
の
市．
泌
性
に
つ
い
て

は、

中
山
は
も
と
よ
り、

ア
メ
リ
カ
向
山河
が
よ
り
自

党
的
で
あ
り、

ソ
噛訟
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ア
ジ

ア
岐
路
の
な
か
で
の
の
汀
の
地
似
の

呪叫性
に
十
分

気
づ
い
て
い
る＠

わ
が
日
本

も外
交
断
絶
に
も
か
か

わ
・3
ず、

巧
妙
な
寸
酌は
り花
分
緩」

政
策
に
よ
っ
て
台

湾
と
の
関
係
を

維持
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
ば
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
も、

ひ
る
が
え
っ
て

か－m
の

地政

争的

環境

を
い2
え
て
み
る
と、

リて
れ
ば
内
y

t－－洋

地域
に
お
い

て
叙
裂
の
地
位
を
・占
め
て
お
り、
Ar
H
の
ア
ジ
ア
に

大
き
な
似
山
を
占
め
る
米
・

小
・
ソ
・
口
の
関
心〈
附

は
と
も
に
台
前
の
将
来
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

は
ず
で
あ
る。

こ
う
し
て、

台行
間
泌
は
米
中
間
の

mm
宗
と
し
て
は
小
さ
な
川町
凶
ド
な
っ
た
と
は
い
え、

今
後、

ま
す
ま
す
凶
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
に
な
る
も
の

と
問。
わ
れ
る。

つ
ま
り、
「
皮
肉
な
こ
と
に、

今
日
の
ム口
汚
は、

『
中
準
帝
国』
を
再
興
し
よ
う
と
い
う
終
介
石
の
少
と

は
ま
っ
た
く
無
関
係
な、

訴
し
く
が・
ぱ
え
は
じ
め
た

一

巡
の
戦，
m
の
中
心
に
あ
る。

台
湾
ぬ
は

軍レ
的
・

経
治
的
に
強
力
な
も
の
と
な
っ
た
が、
川
時
に、
そ
れ

自
身
は、

モ
沢
市品
以
外
の
他
の
迎
中
も
そ
れ
ぞ
れ
に

争
っ
て
こ
れ
を
凱
う
べ
き
十
分
の
動
機
を
も
っ
一

個

－A
eιの

の
泌
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
レ
ォ
・
グ
ッ

ド
シ

ュ
タ
フ
ト
「
拶
の
ぬ
に
集
ま
る
各
閃
の
日
l
台
湾
へ

の
中・
ソ
－
H
・

米
の
思
惑
と
現
状
l
」、
『
7
7
1
・

イ
ー
ス
タ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
タ
・
レ
ビ
ュ
ー
’
一

九

七一一一
年
九
月
卜
七
日
号）

と
い
う
よ
う
な

指摘
を
生

む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

こ
こ
に、
ム口
伶

を
絞
る
凶
際

環境
と
台
湾
問
巡
の
州
趨
は、

従
米
と

は
大
き
く
異
な
っ
た
椛
同
の
な
か
に
お
か
作
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う。
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生
存
の
戦
略
と

「
台
湾
化
」

a

似
の
人
間
の
均
AU
と
川
線、

逆場
の

宇治
に
お



い
て
純
作され
た
依
念は、
や
が
て
迂し
さへ
と
転

化する。
そし
て、
相次い
た
外
交的
敗北に
出
会

っ
た
台、内政位に
とっ
て、
た
だ一
つ
の
希叩．は、

命的
制相次例の
成
功で
あっ
たF
、

たしかに、
台
湾は
過
去
数年
間、
人
び
と
の

下
恕をは
るかに
上
まわ
る
総説
成
長と
経済の
か

なりの
安定を
維持して
きた。
「点ぃ削ア
ジ
ア
d

同の
六
郎分と
比
絞じ
た
均
介、
合
的は
将米の
叫ん

mAbι
十分に
約
店さ
れ
た
総
済
発以の
モ
デル
川
家

で
あるL（
前
向、
レ
ォ・
グッ
ドシ
ュ
タフ
ト
ゐ

文）
とい
う
見
方は、
今日のム口
尚を正
し
く
知る

車引の
共通
週刊に
なっ
てい
る，

閃み
に、
一
九七
O
年の
G
N
Pは
対前年比一

0・一
パ
ーセ
ン
ト
も
伸び、
工
業
生産は一
六・

八パ
ーセ
ン
ト
とい
う
大き
な
成
長を
示し
て、
一

人当
り
問
民
所
得も
前
年に
比べ
七・
八パ
ーセ
ン

ト
ト日
体し
たω

対外
貿
易は
輪
出の
約問
Oパ
ーセ

ン
ト
的に
よ
り
総
額三
十
低七
千万米ドル
と
活
況

をHKし
た。

‘台湾共和円、は��！�か

この
よ
う
な
経
済成
長の
ト
レン
ドは
その
後も

初打刊され、一
九七二
年の
実
的〈
七ぺ
年十一－
M
十

七日
行
政
院発
必〉
は、
G
N
P
対
州年比一一
－

Oパ
ーセン
ト
助、
ヱ
ネ
乍必は
な
んと
同二
問・

九パ
ーセン
ト
剤、
一
人ψIり
同
代
所りも
い山作比

一
三・一
パ
ーセ
ン
ト
増、
対外
貿易
総
額は
四
十

億
七
千
万ドル
に
まで
述するとい
う
驚
異的な
伸

び
で
ある。
もと
よ
り
WMH勿パ－yy
ス
も
台湾
側の

黒
字を
氾
対し
てい
るω

い
かに
ア
ウ
タル
キ
ー
的な
経
済
同情追をもっ
と

はい
え、
中
悶の
七二
年の
対外
貿
易総
狐が
五
十

七
位六
千四
百
万ドル
ハJE
T
R
O
Jベ〉
で
あ

る
こ
と
と
比べ
て、
入門、
而
秘
と
も
その
何
十
分

の一
か
の一
小
川何
合
併）
で
ある
台
湾の
この
夫

新に
は、
周恩
来
総理
な
ら
ずと
も
滞日
せ
ざる
を

符
ず、
皮
肉な
見方を
す
れば、
この
点で
こ
そ、

北
京
政
府が
よn
汚は
小
凶の
もの’
と
ネ
必ずる

ぷ比怖が
十
分に
う
な
ずけ
るの
で
あ
る＠

この
よ
う
な
ヱ
去の
応」
の
趨
勢が、
閑
際的な

石
油
危
機な
どの
外
郎安
闘に
妨げ
ら
れ
ずに
持
続

す
る
と
仮
定す
れば、
一
九八
O
年に
は一
人
向J
り

国
民
所
仰
が
現
行
（一
九
じ一一
年）
の＝一
百
七
十
二

米ドル
か
ら
約一
千米ドル
に
述
す
る
で
あ
ろ
うと

予
測
され、
す
でに
工
主と
胤牧市の
止産
総
縦に
お

ける
比
取が
ニ
対一
に
なっ
てい
るこ
とと
あ
わ
せ

て、
この
点か
ら
す
れば
先
進
門
並み
の
水
・叩に
近

く
なるの
で
ある・

こ
う
した
経
済の
活
況の
な
か
で、
この
閥、
物

備の
しし
け斤は
り町
必川
氏
UKの
向い
比
・ρの
別に
は
か
な

り
良好に
抑えら
れ、
経
済の
相
対的な
安
定を
H凡

てい
るの
で
あるが、
この
こ
とは
同
時に
台
湾民

衆の
生
活
水
平を、
過
去
十
政
年
間ほ
とんど
経
d

成
HKの
災
訓を
汝
治
的に
は
示し
仰げてい
ない
山・
同

大
賊の
それ
か
ら
大い
に
引
離し
ハ今u、
｝
人お

り
の
例
民
所
得
で
＝一－－

五
倍
な
い
し
阿
倍
の
聞
き
が

あ
る
と
推
定さ
れる〉、
す
でに
台
湾民
衆
に
か
な

りの
引何
度の
消
決策
命
を
も
た
ら
し
てい
る。
テ
レ

・・うはん

ピ
の
広
汎な執H
HAも
その一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ

、フ。以
上の
よ
う
な
経
済
的
現
災は、
今
後、
好む
と

好ま
ざるとに
か
か
わ
ら
ず、
台
湾が一
つ
の
経
済

単
位と
し
て
ま
す
ま
す
成
熟し、

完結し
て
ゆ
くで

あろ
うこ
と
を
示し
てい
る。
む
近の
司ニュ
ーヨ

ーク・
タ
イム
ス』
社
説も
指摘し
て
い
る
よ
う

に、
「た
しかに
あ
る
人
び
とはい
ま
も
な
お
古い

『
大
陣回
復』
の
口
以
引を
流してい
る。
し
か
し、

二
十四
年も抗日に
中
国か
ら
追わ
れ、
その
政
肱慨
を

支配し
て
い
る
大
限
系人の
多くは、
い
ま

台湾自

身の
発反に
集中
す
る
よ
うに
なっ
てい
る」
ハ
ブ－

s
lヨ
17・
タ
イム
ズ』
一
九
七九
年七
川八
日

付
託説
「ムu
h化
する
台
湾
b
の
が
現災で
あ
り、

この
方
向は
もは
や
逆ら
うこ
との
で
きない
もの

で
あ
ろ
う。
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し
か
も

沿近
の
相相
次
ぐ
対
中
間
国
交
樹
立
の

余波

で
台
湾
と
正
式
に
図
交
を
も
っ
凶
は
三
十
八
カ
国
に

減
少
し
た
が
ハ
図
み
に
中
開
放
認
閣
は
九
十プ
刀
悶

に
別
加〉、
に
も
か
か
わ
ら
ず
七一一
年
・ぽ
の
wu
u却
制

ポ
凶
は．
h
十
カ
附（
な
い
し
地
山崎）
に
も
の
は
っ
て
お

り、1
政
経
分
陪L
が
令
附
界
的
規
紋
で
す
す
ん
で
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る。
裂
に、
北
京
と

ぷ近
同
交
を

結
ん
だ

主張
な
相
官ナ
附
す
な
わ
ち
臼
本、
カ
ナ
ダ、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア、
．内
ド
イ
ツ
は
い
ず
れ
も
引
3
つ

づ
き
台
湾
と
貿
易
し、
か
つムu
汚
に
投
資
し
て
お
り、

こ
れ
ら
必
国
と
の
七
二
年
の

WMM勿
実
絞
は
日
本
十
四

約
八
千
七
百
万
米
ド
ル、
カ
ナ
ダ一
旬
六
千
二
百
万

米ド
ル、
LT
l
ス
ト
ラ
リ
ア一
札パ一
千
九
百
八
十
万

米
ド
ル、
西
ド
イ
ツ
二
位hハ
千
七
百
二
十
万米
ド
ル

で
あ
っ
て、
い
ず
れ
も
前
年
よ
り
m
加
し
て
い
る。

し
か
も、
日
本
や
ス
ペ
イ
ン
と
の
あ
い
だ
に
み
ら

れ
る
よ
う
に、
外
交関

係断絶後
も、
ム日
向
は

政機

づ
よ
く
泌
商
代
以
滞
に
鋲
寸
る

機関
を
閉山
い
て
い
る

の
で
あ
る。
こ
う
し
た
状
況
は、
外
交
か
ら
料
治へ

の

対外
貝
原
の
転
換
と
い
う
却
し
い，

中山竹
の

戦時’

と
も
み
な
し
仰
る
も
の
で
あ
ろ
う。
し
か
も
台
消へ

の
投
資
が
き
わ
め
て
魅
力
的
な
ん
の
で
あ
り、
ムH
AM

／

 

が
「
外
側

A比一必
の
天
国」
で
あ
る
こ
と
を
係
以
す
る

た
め
に、
原
料
と
機
械
を
無
税
で
炉
入
し、
侭
口
念
で

加
工
し
て、

従業
員
に

給料
を
hいっ
た
ほ
か
は
そ
の

利
潤
と
加
工ロ聞
を
国
外
に
持
ち
出
せ
る

椅ほ
を
議
ず

る
な
ど
線
々
な
考
慮
が
弘
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

けいがん
銅
版
な
附
欧
の
め
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
こ
の
点

を
こ
う
述べ
て
い
る＠

「

法作
トh
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が、
と
に
か
く
民
間
関
係
と
い
う
も
の
し
か

維持
し

な
い
こ
と
に
よっ
て、
台
湾
は
外
交
的
以
喝
の
う
え

で
あ・り
ゆ
る

逆境
に
仰
え
上、っ
と
し
て
い
る。

北京

と
外
交
関
係
を
結
ん
で
い
る
問
ゃ、
こ
れ
か
ら
外
交

関
係
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
同
は、
引
き
つ
づ

き
台
湾
と
貿
易
し、
役
貸
し、
中
同
火
山内
よ
り
は
る

か
に
大
き
な
剥
却
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

台
北
は
d
め
る
こ
と
に
な
ろ
うa
こ
の
結
米、
こ
れ

ら
の
闘
に
と
っ
て
こ
ん
な
に
利
潤
を
あ
げ
る
相
手
が

消
滅
す
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
利
低
の
消
滅
に
つ
ら
な

り、
台
湾
を
中
1
・火
山
と一
祁
に
さ
せ
る
こ
と
を
型

ま
な
く
な
る
人
ろ
う、
と
い
う
の
が
台
北
の
似
い
で

あ
る」
（ハ
ト
リ
ス
・
ド
ベ
エ
ル
「
成
喰
あ
げ
る
独

敗
政
帥F、
『ル
・
そ
y
ド』
｝
九
七て・
年
八
月一一－
十

n
y
 

こ
の
よ
う
な

合向付
治
の
品川
し
を
以
ノY
H凡
ず
に、

わ
が
闘
の
大
手

会ヂか一
時
期、
一
方
的
に
中
凶
大

陪へ
の
巨
大
な
幻
悠
を
抱
い
てム口
汚
か
ら
相
次
い
で

撤
退
し
た
と
き、
米
中
総
近
の
吋
持
者
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
の
ビ
ッ
グ・
ビ
ジ
ネ
ス
は、
日
本

企来
搬
送
の

命令
闘
を
心配ヤ
い
と
ば
か
り
相
次
い
で
迩
似
し、
た
と
え

ばAJ
H
で
は、
良
行
を
例
に
と
っ
た
勺
合、
フ
ァ
ー

ス
ト・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
l・
バ
ン
夕、
．ハ
ン

グ・
オ
プ
・
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
や枕
米
の
米

系銀行

に
加
え
て
テェ
l
ス
・
マ
ン
ハ
y
タ
ン・・ハ
ン
グ
な

ど
附
銀
行
が
新
た
に

込山
し、日
本
の一
行
ハ
沼一

勧
銀〉
に
た
い
し
て
六
行
が
台
北
に
支
店
を
開
設
し

て
い
る
の
で
あ
るe

本
省
人
と
外
省
人
の
同
化

そ
こ
で
問
題
は
合
汚
の
政
治
に
つ
い
て
で
あ
る。

い
う
ま
で
も
な
く、
首府
介
石
独
裁
体
制
は
ゆ
る
ご

う
と
は
し
て
い
な
い
し、
注
関
さ
れ
た
後

継者
問
題

に
つ
い
て
は、一
九
七
二
年
五
月、
勝
経
凶
が
行
政
院

長
に
拭
任
し
た
こ
と
を
も
っ
て
お
ふ
し
た
と
い
っ
て

い
い。

必府税
同
は
む
し
ろ
行
政・
院
長
に
就
任
し
て
か

ら、

従米
の
彼
に
ま
つ
わ
る
陪
い
イ
メ
ー
ジ
を

払試

し
つ
つ
前
傾
的
な
内
政
改
午
の
安
勢
を・
ぶ
し
て
い
る

だ
け
に、
同
氏
父
の
領
袖
聞
のA
m
に
縛
uw
川へ
の

批判
や
不・刈
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
雌
介
石

l
ww
絞
凶
の
家九人
IA
体
制
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う。

そ
う
し
た
な
か
で、

ム口約
を
絞
る
倒
隙
間
係
の
厳
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しさ
を反
映して、
「
政治犯」、
「

忠恕犯」
の
逮

捕、
拘
βとい
う
閣
内
的な
締めつ
け
が
おこ
なわ

れ
て
はい
＆が
ハ沿近では
七O
年
正
月、
74
リ

ピ
y
か
ら
台
湾
に
強
制
送
波
さ
れ
た
『
術
院川
市問
綴
』

〈
7

f
フ
〉

の
い制
役
人
・

子
筏

城、

子
氏
戊
兄
弟
の

よ
う
な
例
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
〉、

他
方
で

τ・

問外ゼム口
衿M似
合

沌時sk
従悦した
会斗．4に
た

い
す
る
刻
版の
奨励
や
その
よ
う
な
分
子の
um
凶
を

認め
る
など、
ア
メ
とム
チの
政
策がっ
つ
けられ

てい
る。
と
こ
ろで、

本特
人と
外
符人との
史叩
的
なコ

γ
フ
リグ
トの
問泌が
れ以
大の
内政
問題で
あ
る
と

い
う
必

本悦遣に
は
変
化がない
ものの、
この
点

で
は、
泌
総
国
主
羽
下
に
い
わ
ゆ
る「
同・
ム口
合
作」

が
縦
板
的に
す
す
め
ら
れ
てい
るこ
とに
注
目せ
ざ

る
を
作
ない・
この
よ
うな
政
策的な
寸包唱曲ロナ

悼但巴02
の
典
矧
的な
ボ
例は、

本省
人
公
品川人）

の
政
治へ
の
登
用で
あ
り、
この
よ
う
な
政
策は、

肉述退
山
後の
緊
急
時に
と
くに
削相
次い
で
実
現し

伽
た。

台湾
政
機の
指導
者
胞が、
米
中
柊
近や日
台

必予JV、同
断
火よ
り
もは
るかに
重
大で
あっ
た
この
と
きの

糊
悶
幾に
隙して、
い
か
に
深一刻に
台湾の
将
米を
胤

断
っ
た
かが
祭せら
れ
る
とこ
ろで
ある。

uu

すなわち
七二
年五
月、
例制
オ
ハ本
－MA
系ムH
海

人〉
が
立法
院
副
院
長に
選
出
され、
同六
月
には

湯来
関が
台湾史
上
初めて

ム口尚符
主席に
任命
さ

れ、
同じ
く
張
世絡が
台
北
市長に、
徐
限度
銭が
行

政

院刷院
長に、
林
金
伎が
内
政
・部
長に、
～HM「広
紛

が
交
通
郎
長に、

ぷ炎怖が
寸
法
院
副院
長に
それ

ぞれ
任
命され
た。

こ
の
よ
う
な
人
都は
明らか
に
政
策
的
配慮に
よ

る
もの
で
あ
り、
終介
石政
弘の
小心は
依
然とし

主
外
省
人に
よっ
て
判われ
てい
る
こ
とに
は
変わ

り
ない
が、
ふicリ
に
七－－
年
十一．
月か
ら
じ一一．
布十二

月にか
けて
立
法
毒h川、
己最叫祭
tk日の
掛町民
をは
か

つ
て
本合人
を
数
多く
な
川
す～。
な
ど
〈七三
年三

月
間引
桜、

立
法
委
れ
間
百
六
十
八
名，
の
う
ち
本
省
人

4F

 

悶
十
ヒ
名
で
一

0
・

0
パ
ー
セ
ン
ト
、

監
党小
委
一
μ
七

十
八
名
の
う
ち
同
十
三
名
で
一

六
・

六
パ

ー

セ

ン

ト、
岡
氏
代
次
大
会
代
表
千
t
rn
九
十一
名
の
う
ち

同
八
十
二
名
で
五・
九パ
ー
セ
ン
ト）、
余一
人口の

約八
五パ
ー
セン
ト
を
本約
人が
内め
てい
る
比
本

か
ら
すれ
ば、
ま
だ
ま
だ
全
体の
政
治
市町
民に
占め

る
本物
人の
比
率は
少ない
ものの、
従米に
比べ

て
大きな
進
艇を
示し
たの
で
あ
る。
各
県
以・
市

長
など

地万行政
機航の
LKは
九Oパ
ー
セン
ト
近

くが
本
省
人に
なっ
てい
る。

こ
うした
状
況の
なか
で一
方で
は「
同
紙巡
刑判」

ハ北京五聞〉の
岬沼
化が
七
O
年
十一
月以
米と
ら
れて

い
るが、
割引
災には
台湾問問ハ
福
建
必
系〉の
厚い
壁

を
民
衆レベ
ル
で
破るこ
と
は
で
き
ず、
たと
え
ば

テ
レビ
挙
制唱
をめ
ぐる
北
京品川と
台
湾紙の
比
半の

澗
整の
問泌で
も
結
局は
台
湾
訴を
無
視する
わ
け

に
は
ゆか
なかっ
た。
この
点か
らして
も
1
問・

ム口

合作」
は
今
後ま
すま
す
吋白
石
g－N曲C
S
と

い
う
方
向で
進
言
ざるを
削げない
で
あろ
う。

との
よ
う
な
方
向で
す
す
むか
ぎり、
一
て一一
八

事
件
〈一
九凶
じ
年〉
以
米の
本
省
人と
外作
人と

の
街制限は
歳
月の
経
過
とい、つ
争
え
ない
明
突によ

っ
て
徐々
に
緩和し、
両
者の
あい
たの
向
化
結
合

が
さらに
す
すんで
ゆ
くで
あ
ろ
う。
現に、

本物

人と
外
省
人との
絵
師mも、
す
でに
例外
的なこ
と

では
な
く
な
りつ
つ
あ
り、
ム口
約で
斗託
行っ
た
京

い
世
代の
成
長とと
もに、

宿命的
なコ
ンフ
リ
ク

トの
問
揺は
不
可
避
的に
過去の
問
題に
な
りつ
つ

あ
る
よ
う
で
ある
い
う
まで
も
な
く、
外
省人
約

二
百
万、
本行
入
討千二
百
万、
合
け約
千五
百
万の

台湾の
人口
総
成
日・おい
て
台湾に
生れ
育っ
た
山

少年
川が
ぽ
倒
的に
多い
こ
とも、
こ
の
問
題の
将

来の
明るい
方向を
予
測ざせ
よ‘FF。

この
よ
うに
して、
台、内の
将
米に
ウ
い
て
は、

「
台湾の
台湾
化Lとい
う
新たな吋包唱
SK白Fgz
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の
方
向
が
ま
す
ま
す
明
白
に
なっ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う

し、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
Fお

泊ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム’
に
立
脚し
て一
致
問
給
し
て

ゆ
く
以
外に
道は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う。

こ
の
点
は
や
が
て
き
た
る
で
あ
ろ
う
「
締
介
石
以

筏ー
の
時
代に
は
さ
ら
に
岡町
内
な
事
実に
な
るの
で

は
な
か
ろ
う
か。

4 

台
湾
に
忍
び
寄
る

ソ
連
の
影

「プ
レ・’
キ
7・
ド
グ
ト
リ
ン」
に
廿似つ
くソ
准の

ア
ジ
ア
終
凶
安

保机恕が
無
気
味
な
者
災
さ
を
もっ

て
現
災
化
し、
ソ
巡の
外
交
的・

市主
的プ
レ
ゼ
ン

ス
が
ア
ジ
ア
に
m
大
し、
と
くに
ソ
追の
海
作
戦
略

が
大
き
な
ぷ味
を
もっ
て
き
てい
る
こ
と、
こ
の
d

う
なソ
速の
ア
ジ
ア
椛
怖がみ日
河川に
さ
え

及川少
鴨川
も

し
れ
ない
こ
と
を
中
間
が
ぷ
剣に怖い
戒
し
て
い
る
で

あ
ら
う
兆
候に
つ
い
て
は、
す
で
に
遊べ
た。

「ソ
述は
問峻
地
俗へ
の
お
力
終
結
と‘
従
順
，．
な

す
が
ま
ま
の
モ
ン
ゴ
ル
傾
向rへ
り
ミ
サ
イル
附
地の

一

ぜAC

民
開
で
は
泌
足
せ
ず、
台
湾に
た
い
し
て

も糊次
大

き
な
関
心
を
払い
つ
つ
あ
る。
中
間は一一一
何
万の
兵

員
を
擁
し
て
は
い
る
が、
絞
らの
装備は

台湾軍
五

十
万の
銘
力的岬
隊の
そ
れに
比
駁
す
れ
ば
緩
め
て
貧

即別
で
あ
り、
し
た
がっ
て、
台
北
｜
モ
ス
ク
ワ
椴
仙

は
中
国
側
に
とっ
て
ほ
と
ん
ど
身の
毛
の
よ
だ
つ
よ

う
な
恐
ろ
し
い
も
の
に
な
る
とい
え
よ
う」
ハ
削
刻、

レ
オ・
グッ
ド
シ
S
F
ッ
ト
G
文〉

と
い
う
指
納は、

台湾と
ソ
連
との
軍
事
的
結
合

に
ま
で
般
測
を
た
く
ま
し
く
し
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
ま
り
に
も
う
が
ち
す
ぎ
た
処
方
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が、
引嶋
本
的
に
は
こ
の
桁仰
は
き
わ
め
て
リ
ア

ル
な
状
況
認
殺に
立っ
てい
る
とい
え
よ
う
、

も
と
よ
り、
こ
の
よ
う
な
イ
能性

dr器に
の
ぼ

4F

 

っ
て
い
る
折
だ
け
に、
ソ
以
下、ア
ジ
ア
椛
略に
た
い

す
る
中
国の
椋・£
村、
2
4ぜ
ま
す
ま
す
激
し
く
なっ

て
き
て
い
るい
・
〉
修
はい
ま
黒
泌、
地
中
海、
紅

説。
イ
ン
ド
洋
か
ろ
雌
－K
千
品什
に
い
た
る
ル
l
ト
を

打
開
し、
出叫
洋
紡彬
を
打
ち
た
て
る
こ
と
に
狂
奔
し

て
い
る・
と
い
う
桁摘
は、
も
は
や
ソ
巡の
ア
ジ
ア

戦
時・
海
洋
戦
略
を
非
齢献
す
る
と
き
の
枕U
葉
の
よ

う
に
なっ
て
い
る
が、
最
近
で
は、
その
非
難
は
さ
ら

に
具
体
的に
な
り、
た
と
え
ば、
「ソ
辿
は
イ
ン
ド

に、
泌
洋
館
艇
を
供
与し、
佐川
本
悠
地
建
設
援
助
を

約
束
す
る
こ
と
に
よっ
て、
イ
ン
ド
の
二
つ
の
主
袋

な
京洛
ltピ
シ
ャ
カ
1パ
ト
ナ
ム
泌と
ア
ン
ダマ

ン
窃ぬ
の
プ
ラ
イ
ル
で
仰い市、
給
油、
総
修の
便
事

を
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
なヲ
れ
バ
γ
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
も、
か
れ
ら
は
沈
没
鑑
船の
引
上
げ
そ
提
助
す

る
と
い
う
口
実
で、
ひ
き
今
づ
き
チ
ヲ
タ
ゴ
ン
浴に

灰
す
わ
り、
イ
ン
J
YHに
お
け
る
ア
メ
リ
カ
と
の
籾

権
争奪
を
いっ
そ
う
強
化
す
る
た
め
の
拠
点
を
獲
得

し
た」
〈『
化～
μ
凋
句』
一
九
七
三
年
第
四
十
九
号
の

犯
が
「
事ツ
ア
l
の
古い
拶
llソ
修
社
会
形
問
主

義
Mv
dア
ジ
ア、
イ
ン
ド
洋へ
の
鉱
強
il」）
と

の
っ
た
悶
品
で
あ
る。
中
凶
が
ソ
巡の

泌VA作戦
略に

い
か
に
州
民
を
と
が
ら
せ
て
い
る
か
が
こ
の内…
か
ら

も
う
か
が
え
る
が、
た
と
え
ば、
ソ
連のバ
ン
グ
ラ

デ
シュ
へ
の
巡山に
つ
い
て
は、
す
で
に
サ
ル
ベ
ー

ジ
作来
と
は
無
関
係
なフ
リ
ゲ
l
ト
鑑や
向
迷
艇
が

チァ
タ
ゴ
ン
に
移
動
し
て
き
て
お
り、
七
三
年
五
月

に
は
ミ
グ
戦
闘
慢
卜
機
が
テッ
タ
ゴ
ン
に
到
灯
し
て

い
る
こ
と
も
確
必
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
に
た
い
し
て、
台
湾政
府
の
側
は
ど
の
よ
う

な
以
応
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か。
も
と
よ
り、

ソ
述
との
按
近
説
や
その
可
能
性
につ
い
て、
公
式

に
言
明
し
た
こ
と
は
な
い
し、
政
府

向い何者
お
よ
び

そ
れに
近い
筋
は、
その
可
能性
を
否
定
す
る
で
あ

ろ
う。
反
共
を
凶
是
と
す
る
その
タ
テマ
エ
か
ら
し

て、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
仰
な
い
と
い
う
の
が
こ
れ

192 



' ． 

． － ． 

まで
の
ん前
克で
も
あ
る。

ぞ
れ
ゆ
え、
ソ
述の
ア
ジ
ア
戦
略に
か
ん
し
て

も、
岡
述退
出←以
後の
時
期に
は
む
し
ろ
朽定
的な

ジェ
ス
チュ
ア
を
示
し
た
も
のの、
その
後、
米
合

同
係が
維持さ
れ
る
との
日比通
し
が
定
まっ
て
か
ら

は、
か
な
り
悦
主に
批
判
的で
あ
り、
た
と
え
ば、

政
近の
プレ
ジ
ネア
初
印につ
い
て
も
衡
中
央日

銀』
社
必は、

「プ

レ
ジ
ネフ
の
訪
印
を
前
に、
ソ

述が
イγ
ド
に
海
軍
基
地の
提
供を
要
求
す
る
とい

う
噂が
もっ
は
ら
伝
え
ら
れ
た。
こ
の
こ
と
は
イ
ン

ド
官
辺
筋か
ら
否
定され
てい
る
が、

観測
家た
ち

は
プ
レ
ジ
ネフ
は
きっ
と
医師側の
絞
済段助と
武
務

総
給社
両を
剛山げ
て、
イン
ド
か
らソ

辿本併に
た

い
す
る
協
力と
ア
ジ
ア
集
団
安
保へ
の
賛
同
を
取り

つ
け
よ
うと
努
力
す
るで
あ
ろ
う
と
比
てい
る」
と

述べ
な
が
ら、
「
勢
力鉱
弘に
お
け
る
ソ
巡の
触品川

は
緩めて
鋭
敏で
不
死
身で
あ
り、
その
『一
歩
退

い
て
こ
か進め
る』
とい
う
や
り
方は、
ビ
ョ
lト

ル
大
帝以
米の一
貫した
対
外
位
路
方針で
ある」

ゐu句
つ
中
央
円
程
一

社
税
「
ザ
レ
ジ
キ
7
訪
印
と
そ
の
ア

pa
 
凶

ク
ア
へ
の
勺
腎」、
一

九
七
三
年
十
一

月
二
十
八
日
）

、糊
と
み
な
してい
る。

一m

だ
が、
川
社況も、
寸
凶
際
的な

諜白川
勢
か
ら

uu
UAて、
ソ
祉の
ア
ジ
ア
進出は
ア
ジ
ア
出
凶に
とっ

て
も、
依削介の
自

由
民
主
同
ぷに
とっ
て
も
幸
福で

は
な
く、
明
ま
しい
もの
で
は
ない
が、
こ
れ
らの

情勢は
まっ
た
くア
メ
リ
カ
の
安
易
な
努
力
均
衡
政

策に
よっ
て
引
主
則
さ
れ
た
もの
で
あ
る」
と
述ベ

てユ
ク
ソ
ン
H
キッ
シ
ン
ジャ
ー
戦
略
を
批
判
し、

日以
後に、
寸い
ず
れに

せ
よソ
連
強
力の
ア
ジ
アへ

の
納付
弘は
比
大
事で
あ
り、
注
£と
駒田戒
を
大い
に

向め
る
必
泌
が
あ
る」

と
結ん

で
い
る
な
ど、
ア
メ

リ
カ
の
政
策へ
の
批
判
と
泊
目、
ない
し
は
修
制
が

混
在した
迷いの
多い
もの
で
あ
る
こ
とに
注
同
せ

ざ
る
を
仰
ないω

明
白
な
状
況
証
拠

さ
て、
こ
の
よ
う
な
検
討のの
ち
に、
台
湾と
ソ

述
との
接
近の
司
能
性
ない
し
は、
台
湾に
忍
び
寄

るソ
述の
山崎に
か
ん
す
る
い
くつ
か
の
イン
ディ
ケ

ーショ
ン
を
こ
こ
で
列
挙
し
て
み
よ
う
ハこ
と
わっ

て
お
く
が
、

次
に
川向
げ
る
い
く
つ
か
の
イ
ン
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
私
の
研
究
室
に
お

け
る
資
料
別
立
に
よ
る
も
の
で
あ
り、
従
っ
て
、
な
ん

ら
か
の
か
た
ち
で
公
に
な
っ
て
い
る
崎
文
や
抱
μ
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
情
報
」
に
基
づ

〈
も
の
で
は
な
い
。

に
も
が
か
わ
ら
ず、

こ
れ
だ
け

の
イ
ン
ダ
ィ
ケ
l
シ
淘
ン
を
必
め
作
る
の
で
あ
る
〉＠

ω
中ソ
対
虫の
激
化に
伴
う
台
的
政相似の
側の
対

ソ
聞紙の
変
化ω
た
と
え
ば、
一
九六
九
年三
月の

同
民
党十
金
大
会で
採択
され
た
将
政
治
綱
領か

ら
は
「
抗ゾ」
と
い
う
行
裂が
消え
て
い
る。

ω
同
じ
く、
最
近のソ
述
側
め

台湾観の
変
化。

心
近の
『
新
時
代
誌』、
『
険
界
経
済
と
間
際
関

係』
その
他の
治
判刷は、
し
ば
しば
台
湾
をと
り

あ
げ、
台
湾
総
指の
活
況
な
ど
台
湾の
将
米
を
き

わ
め
て
好
ぷ
的に
必じ
てい
る
もの
が
多い。
閃

みに
先に
引
m
し
た
『エ
ュ
lヨ
！
タ・
タ
イ

ム
ズ』
や
『ル・
モ
ン
ド与
も
台湾の
現
状
と
将

米
をリ
ア
ル
に
Jっ
てい
るの
だ
か
ら、

合的
を

清
ら
ない
の
は、
半
世
紀に
わ
たっ
て
台湾
を
統

治
し
た
わ
が
日
本の
み
とい
うこ
と
に
な
る。

ω
ピ
ク
タ
l・
ル
イ
ス
の
台

湾訪問。
こ
れ
は
あ

ま
りに
も
よ
く
知
ら
れ
た
事
実で
あ
り、
ピ
ク
タ

l・
ル
イ
ス
は
ソ
巡
市
民で
あっ
て
ハ
本
名、
ピ

タ
リ・
エ
7
ゲユ
エ
ウィ
ッ
チ〉、
西
側
各
紙
に

吋秘
し、
ソ
述
が
立阿
的に
関
側に
仙川
識
を
流
す

と
きに
利
mし
てい
る
記
おで
あ
る
と
同
時に
ソ

連
秘
密
ち
察の
要
貝
で
あ
る
と
もい
わ
れ
る
謎の

人
物で
あ
る
が、
第一
回
訪
問は一
九
六八
年
十

月で
勝
純
凶・
問
防
郎
氏
（
当
時〉
の
招
待に
よ
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るものといわれた。
第二阿訪問は双六九年

交月だといわれ、
ソ述は彼を通じて、
修湖

ぬをソ池の海市必地として的り円
けたいこ

・

‘，ルリ’

と、
もしくは、
ソ述鐙隊の店内治への
寄港

汗可をwkmしたことなどがル！？！として

伝えられた。
なお、
ピタタl・
ルイスの訪

ム口については、
r利市・れれがそれをかなりぶし

く
冶
じ
激
し
4非
憶した
弓
古府
民
隙
一
味
と
の

反
小平
命
的
品
川
に
約
川
を
か
け
る
ソ
修
」、白
州市
ぷ、

『
北
京
M州
側r
－
九
六
九
年
第
十一
号、
品世
間m
y

ω
．内沙
群ぬにたいするソ
巡の泌沖戦略がす

すめられているとの情報ω
凶
沙昨日川は、
今

岡、
はからずも中間とJベトナムとのパ力

衝突によって一
ぽクローズア
フ
グ
さ
れた

が、
すでに七二年u川半、
ソ辿がこの泌械に

注目し、
海洋川川氏などをおこなっ
ていると

の情報があっ
た＠
この間泌については、
口

頭でも述べたが、
市シナ泌には符港、ム日向、

海市円仰に
凶まれ
た
点
沙
昨
日川、
海

’附μ出方、

中川ベトナムのユエポトρの
商
沙
，動
向、
その

束、
ベトナムと74リピγ中
間の
中
沙群

旬、
ベ
トナム、京マレーシア〈問ボルネオ）、

フィリピンに閉まれた、
もっとも大きな市

沙抑ぬ（出漏出mm〉
があり、
とれら問
訴

司，

ぬは、
尖附列れ向ハ釣魚ム日列口〉
同私、
領土

的にいまだ未確定である。

中凶は判然、
山中凶海初代仰として現行の

地
凶
に
明
記
し
て
い
る
が
（
肉
み
に
一
九
四
八
年

の
上
海
・

火
山－
M
M
昨日
川
発
行
中
間
分
地引
抑
制聞
に

も
「
夜
間
M
鳩
山
海
館
山
間
」

と
し
て
絞
っ
て
い

る〉、
これら
必ぬについて
は、
合
、内政紘も

尖附列島のm河合と同銭、
北京政権と同じ立

均にあるほか、
出ベトナム
政府、
フィリピ

ン吹院がともに出川市総をでr臥している。
ソ

辿は、
このような領土的米
政定状況を品川好

のこととして、
北．へトナムのハイフオン
池

に近い凶沙附川以向ハ吋z
E『白n叩－円帥

に注目し、
中同以外の関子抜川にさまざま

な触手をめぐらしていたともいわれる（な

お
、

こ
れ
ら
初
ぬ
を
め
ぐ
る
領
土
紛
争
の
粍
紛
に

つ
い
て
は
、

さ
し
あ
た
り
入
江
蒋
附
郎
「
中
川川
と

併
界・、
同
ア
ジ
ア
・
ク
eq
l
タ
リ
1
』
加
五
令
市

内uy、
4附附〉。

広
台いわ内部におけるソ泌・ぃ米欧派閥との
仙波

近論の出現ω
七一
年秋の岡た退出後、
台湾

の命巡をめぐる
ム剣な対叫が台湾内郎でわ

き起り、
内政改煎について
は、
た
と
えば

『大争制誌
必上でも知浪人に
よ
る「同必

nuhL
が提案されて派付され
た
がハ『大学

維誌』、
民間六十年十月号、
4w照）、
このこ

ろから外交
論議も活抽ぽになり、ッー4・米欧と

の従銑の巡を説くぷ比も提出された。
また

勝介石側近で

中央九花川
代ぷの
係hwqは、

この頃すでに、「ブルガリアやハン
ガ
リー

のような凶と
れ日制していけない
こ
と
はな

い。
貿易は文人をつくるわれわれの武法に

なるであろう」
と京似していたハルイス・

タ
ラ
1
ル
「
台
湾
の
将
米
｜
『
生
存』
の
た
め
の

れ
略
｜」、
『
7
ォ
l
テ
ュ
ン
』
一
九
七－
年
十一

月号、
参照）。

仰
潟村紅同は一
九じ二年三月、
信任の仰い必

員・
川町集をハンガリー、
ポlラγド、
チェ

コのい米欧・1凶に
派遣した際、
ひそかにモス

クワ行きを命じてソ述と持触させ、
また川

年五月に行政院川氏に就任してまもなく、
同

じくで・ぷをソ述に派逃したとの
情報（これ

ら
の
点
に
つ
い
て
は
、

前
仰向、

完
亦
曲円
治
文、

絵

師mY
なお、この点について中国伺は、
ピグ

タ1・
ルイスの訪ム引を非主した－心令のなか

で、「ルイスはまた、
ソ代UH封切
り
在筑間を

代ぷして、
桜町雌桝一
－一味か『記者』
をソ
巡へ

の
『必間
に派逃するよう
『非公
式の
川知
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‘台湾共和問.Ii禁勾か

話一
を
おこ
なっ
た」門
前総
「
務雌賊一
味と

の
μ
革
命
的
弘
正に
柏
市をか
け
るソ
修」〉
と

い
ち
は
や
く
み
’一
し
て
い
た＠

の

台
湾
政
府
の
対
ソ
綾
近
の
方
向
に
たい
し、
ァ

メ
リ
カ
政
府
が
mMH
Kn
を
発
し
た
と
の
的
制限
q
nh

nn
報』
〈符沿v
－
九
七二
年
卜二
川の
心
i、

谷
崎一〉．

問
中
国
の
仰
作義・
政
治
同刷

版会pdbh

樹木町HAM

副
主
仰
が七
三
年
ニ
丹、
政
川崎メ
ン
バ
ー
と
の
北

京
で
の
防
波会
で寸ムH
湾同
胞Lに
呼
びか
け
た
と

き、
「
ア
メ
リ
カ
は、
公
開刈
に
わ
た
る
ム円、内と
の

関
係
を

級ね
し
て
きた
だ
けに
小
川
と
の

千和
共

作
を
も
は
や
倣
峨す
るこ
と
は
で
き
ず、
台
湾
が

他
の
い
か
な
る
お
と
2ロ
作』
し
て、
ア
ジ
ア
LA
41

洋
地同町の

平和
tr也
被
官仇
す
る
こ
と
b
k付
すヤ』
と
は

で
き
ない
だ
ろ
う」
（『
人
民
H
Hr
一
九
じ・二
年

二
月二
十九日、
傍点引用
者〉
と
述べ、
附に

し
か
も
明
らかに
台
湾とソ
越との
♂円
作」
の

可
能
性
に
ふ
れて、
そ
れ
を守下
問
し
た
こ
と・

間

七
三
年
五
月
十
三
日、
ソ
速
の
駆
逐
艦－
rM
符

副総
逐
鑑・
潜
水
鑑
各一
銭
か
ら
な
る
小
艦
隊
が
米

経
を
恥附
け
ば
一
九
四
九
年
以
来
初
め
て
台
湾
泌
映

を
通
過
し
た
事
実。

当
然、
台湾
政
権
と
の
あ
い
だ
に
事
前
折
衝
が

あ
っ
た
も
の
と
岡山わ
れ、
合
的当
局
は、
ソ
述
鑑

隊
の
鋤
紛
に
つ
い
て
4及
川
に
述
調慨
を
受
け
て
い
た

こ
と
を
明
らか
に
した。
こ
の
と
き
ソ
巡側
は
ム口

約
へ
の

寄港
を
袋
切れ
し
た
が、
それ
は
断わ
られ

た
と
もい
わ
れ
てい
る。

川川
じ・1－年五
川KAか
六
月
初
め
に
ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス

キ
l－
初日
ソ
辿大
使が
台湾
の
お
力
者と
の
仲間

触
件
艇
を
粧
品
し
た
らし
い
と
の

的制限
令ル
・

モン
ド』

紙の
前
川向 、
パ
ト
リス・
ドベ

エ
ル
諭

文、
49
附川）。

ω
と
くに．
九
じ一一一
年八
月
以
飾、

台湾
に
隣
持

す
る
小
川

，m向日
以
の
政
治い川
が
ソ
山地

HMMm
の

む険

に
つ
い
て
し
3
りに
符作的
欣
送
をし
てい
る
と

の

報道
（
川
州、
参
照）。

仰

ソ
辿
が
向
日
合
的
人
と
後
触
し
て
い
る
と
の
綴

辺
（
川口刷、
本
附）
なお、
こ
の
間
泌
に
つ

い

て
は
中
川
側
も、
「
凶
側と
H
本
の
プ

ル
ジ
ョ
ア

過
信社が
後んに
流し
た
報
道に
よ
れば、
ワ
シ

γ
ト
ン、
以
京、
オ
タ
ワ
な
ど
多
く
の
都
市
で、
ソ

修の
外
交
姿口、
新
聞
記
お
と
勝
経
賊一
味
の『
外

交－
製
品』、
記
者
と
の
『
非
公
式の
接
触』
が
『
自

に
み
え
て
ふ
え
て
き
てお
り』、
終
匪
賊一
味
も

そ
の
『
外
交
要
員』
と
氾
お
に、
ソ
修
の
外－
K
唆

目、
記
者
と
『一
一緒
に
引
を
は
こ
ぶ』
ょ
う
『
激

励
し
て
い
る』
と
い
う」〈
前
掲
「
篤
匪
賊一
味

との
以
前
命的
紘
託に
拍
ぷ
をか
け
る
ソ
修」〉

と、
は
や
くか
ら
述べ
て
い
ろ。
また
小
附
は
ソ

速
と
台
湾
と
の
「
結
託」
の
蕊
拠
と
し
て、
「一

九六
五
年、
ソ辿
駐日大
使館
は
勝
介石一
味
の

者
を、
川
大

使館
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
い
た」

と
も
非
察
し
て
い
る
ハ
苛
郊
外札
制同
泊
「
ソ
修
指
準

価問
川、
純一
味
給
品の
諸
た
む
寂
拠」、
『
人
民
H

Mm』
一
九
七
三
年一一一
月・一
十
六
円〉。

帥
芥港
で
の
ソ
迦
と
ム円
筒側
の

持触に
か
ん
す
る

MM
制収 。
す
でに一
九七
O
年三
月
十
日
付
存
浴

『叩刷
協問
機』〈中
川系）
が 、

芥泌に
入るソ
述
船

が
ス
パ
イ
活
動
を
お
こ
な
い、

台湾
の
仙

訓mM側関

と持
触
し
て
い
る
と
非
察
し
て
以
米、
芥
浴
を
郷

台
と
す
る
こ
の
よ
う
な
ザ作
へ
の
中
間
側
の
非
燥

が
以
近にい
た
る
まで
しば
しば
おこ
な
われて

い
る 。

符港政
庁
も
こ
の
問
題
で
は、
中
国
を
刺
激
し

な
い
よ
うに
販
を
光ら
せ
て
い
る。

ω
ソ
述
は
こ
れ
まで、

ム口持
政
縦
を

主持
凶と
し

て
郊分
核
・作条
約
の
調
印に
応
じ
さ
せ
た
ほか、

Jm
介
．7相総
筏」
とい
う
呼
称
を
しば
しば
用
い、

古
天
白
日
旗
が
ソ
巡
の
刊
行
物に
紹
介
さ
れ
る
な

ど、
明
ら
か
に
台
湾
政
松
を
主
権
問
家
と
し
て
と
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り
あつ
かっ
てい
る。
こ
の
点
では、
日
台
航
空

路の
問
泡で
抑制
れ
てい
る
わ
が
尉の
玖
坊
とソ
巡

の
す一
勾は
対
照
的で
あ
り、
た
と
え
ば
は
や
く
も

一
九六
九
年
十二
月の
ア
グニ
ュ
l
米
副
大
統
領

令
時〉
訪
台に
際
し
で
も、
ソ
述は
台
湾
を寸ア
ジ

ア・
太
平
洋
十カ
問」
の一
つ
と
し
て
「
閃
ぷ」

あっ
か
い
し
た。
中
国
側は
こ
れ
に
たい
し、
七

O
年一
月
九日に
駐ソ
中
凶
大
使
館がソ
迎
外
務

句に
抗
除
し
た・

以
上の
十
四
項
目の
イン
ディ
ケ
l
ショ
ン
は、

一
却
をの
ぞい
て
悩
倒
的
安
体の
いい
もの
で
あ
り

必
ず
し
も
明
肱に
ポ
災を
判
定し
刑判
る
もの
で
は
な

い
が、
こ
れ
ら
の
イン
ディ
ケ
l
ショ
γ
の
採
獄が

あ
る
祁の
明
白な
状
況
疏
拠
を
か
た
ちづ
くっ
て
い

る
こ
と
は
も
は
や
否
定し
行ない
よ
うで
あ
る・

こ
う
し
て、
「ク
レム
リン
は、
艇
も
し
く
は
彼

の
後
総
おと
の
川
政
関
係に
突
き
進
むこ
と
を
巧
え

てい
る
イ
能
性が
あ
る
〈レ
ォ・
グヲ
ド
シュ
タ

フ
ト〉、
「
台湾が
ワ
シン
トン
に
比
撚て
ら
れ
る
と

み
て
とっ
た
と
き、
『
その
時
期』
は
く
る
か
も
し

れ
ない」
（パ
ト
リス・
ド
ベ
エ

ル）
と
い
う
可
能

性
舎、
わ
れ
わ
れ
れ
決
して
税制刊
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る。

も
と
よ
り、
終
介
石とい
え
ど
も一
九二
七
年
ま

で
はス
タ
ー
リン
と
密
柊な
協
力
関
係に
あっ
た
こ

と、
ス
タ
ー
リン
はコ
ミ
ン
テ
ル
ン
時
代
を
通
じて

中
国
失点陀
党よ
り
も
中
国
国
民
党に
高い
評
価と
期

待
を
も
ち？
つ
け
て
き
たこ
と、
終
介
石
政
同仰が
凶

共
内戦に
よっ
て
．問ぶか
ら
名
地へ
転々
と
品川協
を

移
し、
台
汚へ
逃れ
る
寸
前、
広
州に
移
転
し
た
と

き
まで、
ス
タ
ー
リン
の
ソ
述は
終
介
石
政
権と
外

交
関
係
を
も
ち、
大
使
を
あ
て
が
いつ
づ
けた
こ
と

な
ど
を
恕い
浮べ
る
ニ
と
は、
い
ま
不
必
繋
たとし

て
も、
そ
して
台
湾が
μ
共
を
同
法と
す
る
こ
とに

は
変
わ
り
ない
け
れ
ど
も、
鮮
総
同
自
身、
十二
年
間

もソ
巡で
豹山
訓
練
を
受
け
て
き
た
かつ
てのコ
ミ

ュ
ニ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
氾
憶に
と
ど
め
て
お
い
て

も
よ
い
だ
ろ
う

〈
内
み
に
勝
絞
川
犬
人
は
ロ
シ
ア
人

で
あ
り
、

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か、

以
前
は
台
湾
で

あ
ま
り
公
式
の
均
に
山
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、

む
近
で
は
テ
レ
ピ
に
も
山判
決
し
て
い

る
よ
う
で
あ

り、

こ
の
こ
と
も
、

台
湾
に
お
け
る
対
ソ
制限
の
変
化

と
開
通
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
〉。

そ
れ
だ
け
に
「
勝

介
石
以
後」
の
時
代の
台
湾
を
絞る
同
際
環境の
状

況い
か
ん
に
よっ
て、
対ソ
関
係が
大
き
く
巡
泌
す

る
吋
能
川ー
につ
い
て
は、
十
分
upJ
L胞に
仇
す
るので

あ
る。

5 

グ
台
湾
共
和
国’

へ
の
道

わ
れ
わ
れは
今日、
同
際
政
治の
流
動
的
かつ
街

乍的
な
厳
聞に
山目印し
てい
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

そ
れへ
の
対
応
策に
追
わ
れ
る
あ
ま
り、
国
際
関
係

に
おい
て
スベ
キュ
レ
イ
ティ
ヴ
な
予
測
を
おこ
な

っ
て
み
る
こ
と
の
汚抗日
的
な味と
その
前．安
性
を
と

か
く
忘れ
てい
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

も
と
よ
り、
こ
こ
で
思泌
する
よ円

前共和
同’

と
は、
花
外
台
湾
人の
あい
だで
の
反
体
制
巡
劫H

勝
政
続
打
倒
一山辺
助と
し
て
のい
わ
ゆ
る
台
湾
独
立
迎

動が
志
向
す
る
H
相と
し
ての
そ
れ
で
は
な
く、
ま

た、
山川山本一
八
九・九
年の
ニ
カ
月間、
台湾
史
上に
あ

ら
わ
れ
て
消
え
た
台
湾
民
ト仁
凶の
幻
泌
を
再
び
夢
怨

す
る
もの
で
も
ない
（な
お、
台
湾
民
主
凶に
つ
い

て
は
、

災
凶
作弘
司ムU
MN
民
主
凶
の
研
究
』、

京
大
山
阪

会、
一
九
七
O
年、
品世
間〉。
も
っ
と
判明災
的
可
能

性の
あ
る、
台
湾
政
総の

布材者
の
決
断
（「一
つ

の
中
凶、
一
つ
の
台
湾」
へ
の
決
断〉
に
よっ
て
は

明
日に
で
も
ふ
烈
的に
は
可
能
な
選
択の
紡
米
と
し

て
の｝
つ
の
方
向
性に
つ
い
て
で
あ
る＠
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ぞ
の
可
能
伐
の
成
否
は、
内
代
的
に
は
「
同・
台

AH
作」
が

将米
い
か
に

巡行
寸
る
か
に
か
か
っ
て
い

よ
う
が、
す
でに
検
討
し
た
よ
う
に、
台
湾
が
今
後

も
台
湾
と
し
て
長
期
的
に

必犯
し
つ
つ
け
る
か
グ
り

「ム日
向
の
台
湾
化」
と
し
て
の

叶
包
若田口一N曲
己Oロ

が
不
可
避
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
ら、

内
政

上、

「縛
介
石
以
後
L

の
時
代
に
お
い
て、

こ
の
よ

う
な
選
択
は
き
わ
めて
実
質
的
な
方
向
に
な
ら
ざ
る

を
仰
な
い
で
あ
ろ
う・

他
方、
ム口
汚
を
め
ぐ
る
凶
際

関
係
が
も
し
も
今
後
さら
に

淀川明し、
米
台
関
係
の

断
絶
な
い
し
は
台
消
に
た
い
す
るんk←
川円
以
的
な
「
政

終
分
－Ht

が
行
主
計削
っ
た
m
AH
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と、
ム口
汚
の

長期
的
H1．
作
と
外
交
的
再
生
へ
の
近
は

よ口
れ

共和
国’
し
か
な
い
こ
と
も
不H
hA
し
得
な
い。

ゾ
U
は、
い
ち
は
や
く、
こ
の
点
に
つ
い
て
も・
u

党
的
で
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る。
レ
オ
・
グ
ッ
ド
シ

ュ
タ
フ
ト
は
こ
の
間
磁
を
こ
う
述
べ
て
い
る。

「
ソ
迎
は：：：
台
湾
千
五
百
万
人
民
に
と
っ
て
の
庖

想
的
な
ぷ
決
万
法
は『
中
指
人
民
共
和
同』
の
枠
組
の

な
か
で
の
レ
l
z
ン

主義
的
自
治
の
地
位
を
得
る
こ

と
に
あ
る
と
い
う
ヒ
ン
ト
を・
ぶ
し
た。

す
な
わ
ち
去

る
七一一一
年
間
丹、

ウ
ラ
ン
パ
ー
ト
ル
の
『
ウ
ネ
ン
』

紙
が
仰向
択
し
た
K
文
の
A
N仙
の
な
か
で、
少
欽
民
族

ハ
と
く
に
川T
y
m
柄引
の
陥川
崎
川
仰
に
ま
た
が
っ
て
住

む
人
び
と）
の
間
引
を
両
た
す
た
め、
そ
れ
ぞ
れ
別
々

の
日
’ふ
れて
中
山火
ア
ジ
ア
か
ら
分
一ー
さ
せ
て
も
よ
い
と

い
う
モ
ス
ク
ワ
政
山川
の
示
唆
が
ほ
の
め
か
さ
れ
た。

η
ぉ、
同
紙
は
レ
l
エ
ン
よい
説
的
民
いれ
自
決

中ゃんい併
に

た
い
す
る
毛
沢
恨
の

『JW
泌

を
も
公
然
と
取
り
あ

げ
た」
（
前
川向
、7
7
1・
イ
ー
ス
タ
ン・
エ
コ
ノ
ミ

タ

タ
・

レ

ビ
ュ

ー
』
一

九
七
六

年
九
月
十
じ
U
いJ
Y

ソ
辿
の
こ
の
よ
う
な
ヒ
ン
ト
は、
元
米、
中
川
側

叫んュ，、

と
し
て
も
理
治
的
に
は
反
駁
し
に
く
い
性
質
の
も
の

で
の
る9

な
ぜ
な
ら、
一

九
悶
九
年
ま
で
台
湾
に
た

い
し
て
十
分
な
関
心
を
示
さ
ず、
ま
た
抗
日
戦
争
の

時
刻
人
お
い
て
も、

台
湾
を
刷
鮮
や
女
M
M
Uね
の
民

政
必
立
必
劫
の

結

時
と
し
て
と
ら
え
て
S
た
中
間
決

筏
党に
おい
て、
毛
沢
東は一
九
三
八
年、
中
同

共産

党
鉱
大
六
中A
去官
報
告
ハ「
新
段
陪
戸」、
現
行
『
も

沢
東
選
定回
に
は
米
収
録〉
の
な
か
で、
寸
日
本・
帝

岡
本．
出向
の
佼
略
戦
争
は、
中
前
民
放
に

弘中－H
を
与
え

てい
る
だ
け
で
は
な
く、
川
附
に
日
本全
体
の
兵
民

と
朝
鮮叫
台
湾
な
ど
の
被
以
辿
民
政
に
危
山口円
を
与
え

てい
る

日
本
の

悦峨
戦
争
を
失
敗
に
H仰
せ
し
め
る

た
め
に
は、
必ず
や
中
日
耐
火
MA
肢
の
平
氏
大
衆お

よ
び
朝
鮮、
台
湾
な
ど
の
被
ぽ
迫
民
族
が
広
汎
な
断

問
た
る
共
同
努力
を
お
こ
な
い、
北ハ
川
の
反
μ
略
紘

一

戦線
を
打
ち
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
作
治・

4

d持

、台湾Jt布1［酒、は禁�ijか
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新
民
主
削
版
社
刊
『
モ
沢
市品
選
鉱
』
「
新
段
隙
迫
L〉

と
述べ
て、
ムH
汚
を
中
川
とは
別
例の
明
作
同
様

の
被
圧
組民
放
地
域、
つ
ま
り
中国とは
別
例の
納

民
地と
して
刻んえ
し
て
い
る。
さ
ら
に
E
沢
市ーは、

「
失
地
川
復
といっ
て
も、
以
前、
小
川の
似
民
地

であっ
た
尚
胞は
みハして
包
倍されない。
ただ
小

川
が
山パ今に
制
LL
tv－
川
彼
寸
る・』
と
が
で
き
た
と
き

に
は、
日州1
人民がもしも日
本・の
欧欲の
川辺下

か
ら
註
脱
し
たい
と
思
う
な
ら
ば、
小
凶はψJ一一
、

彼らの
独一札の
ための
削勺に
熱烈な
授助ん
らえ

るで
あ
ろ
う。
台
湾に
たい
し
て
も、
や
は
り
川
じ

態度
をい
だ
くも
の
で
あ
るL
ハ
じ
沢
市胤
Ju

・ヂ初

問
主
従
お
よ
び
同
内
問
泌
に
つ
い
て
」、

『
巴
沢
山川
沿

文
集
』

上
海
・

大
衆
出
版
社、

一

九
三
七
年
〉

ど
はっ
き
り
述べ
て、
台
湾
問
砲の
おの
よ
うな

依抗
づ
け
を
お
こ
なっ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

〈
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
ぶ
し
く
は
、
A
，
U哨
d・
・
『
中

間
の
民
血児
と
術
力
』、

効
かい
什M
M的、

司

九

じ
・
・

年、

参
照
ve

こ
の
よ
う
な
必

鴨川
の
延

長線
上
で
一

九
附

七
年
のム日
前，一・
ニ
八
が
件
凶
後の
『
Mm
政M
鍬』

は、
ムH
h
人
の
け
丸
山比に
た
い
す
る
・いは
い仇
を
支
持

し、
ムーバの
独占V一を支
持したの
で
あっ
た
令
解

放
日
咽昭
一
九
閉
七
年 ・二
月
八
日 、
今
般） 。

と
の
よ
う
な
経
過は、
A，u、
「
品目的
は
小
川
の

‘

 

h担

不
可
分の
領
L」L
とい
う
主
張
を
く
り
か
え
し
てい

る
中
岡に
とっ
て、
忘
れ
去
り
たい
事
実
で
あ
ろ
う

が、
こ
う
し
た
経
絡
が
あ
る
だ
け
に、
ソ
巡
が
民
族

由円
決
総の
レ
lニ
γ
ホh
h抗的
wm
則
を
ふ
り
か
ざ
し

て、
よい
河共
和
国’
へ
の
道
を
陰日
刊
に
サ
ポ
ー

ト
し
た
と
き、
諸
問
的に
は
中
同
側に
も
弱い
絡
分

が
あ
る
こ
と
は
併
め
ない。
し
か
も、
合
的白
身が

「
供仔の
ための
戦
時」
と
して、
そ
の
万向を
選

択
し
た
と
し
た
ら、
バ
ン
グ
ラ
デ
シュ
共和
問の
出

現
を
附
鮮の
多
くの
川
永
が
認
め
ね
ば
な
ら
な
かっ

た
よ
う
に、
実
際
的
に
も
三日

的共和
同’
が
山現

せ
ざる
を
作ないの
であろ。

去
る
じJ一
年
六
月、
W－
w－
ロ
ス
ト
ウ
教
授

は、
台
北で
波
必
し、
こ
こ
で
述べ
た
と
ほ
ぼ
同
様

の
よ口

汚共和
問’
拾
を
力
説
し
て、
こ
の
よ
う
な

方
向に
進むならば
「
中市民
同は
将来一件ぴ凶巡

の
黛附仰
を
艇
佃付
す
る
だ
ろ
うL
と
鼓
吹し
た
と
い
わ

れ
て
い
る・
い
か
にロ
ス
ト
ウ
数
段
で
あ
ろ
う
と

も、
一

時期
ま
えの
白
川川
に
おい
て
こ
の
よ
う
な
発

言
は
終
匂
で
あっ
た
は
ず
で
あ
る。
も
と
よ
りロ
ス

ト
ウ
教
授が
よ口約
共
和
問’
へ
の
方
向
全
示
唆
し

た
と
い
わ
れ
る
節
分は
拘
載
さ
れ
な
かっ
た
と
は
い

え、
こ
のロ
ス
下
ウ
発一一は
制立
九日
付『
中
央門
店限』

と
『
恥A
H械＆
に
狗
滅
さ
れ
て、
後
おに
お
い
て
は

国
連
再
加
盟の
可
能性とい
う
文
脈で記
市に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る＠

勝
介
石
政
紘
下
に
お
い
て
も、
こ
の
よ
う
な
変
化

が
出
は
し
め
て
い
る
と
き、
わ
れ
わ
れ
は
「
終
介
石

以
後」
の
時
代の
台
湾
を
決
し
て
問定
的に
巧
え
る

わ
けに
は
ゆか
ない。
もとよ
り、
こ
こ
で
忽ん挺し

た
よ円
的共
和
問’
は、
ψl
然、
小
川
か
らの
猛
烈

な一以
般を
捌くであろ
うし、
一
方、
中ソ
対なド

の
ソ
速
は、
そ
れ
を
誠
械
的に
支
持
し、
水
必
す
る

か
も
し
れ
ない。

も
し
も、
その
よ
う
な
市態
が
納
米
さ
れ
た
と
き、

わ
が
闘
は
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
げ
るの

で
あ
ろ
う
か。
ム目
的
が
千
五
百
万の
住
民
を
もっ
た

隣
闘
と
し
て、
図
述
加
盟
闘の
三
分の
こ
の
嗣々国
よ

りも人口の
多い
国
家と
して
その
ように
再
生し

た
と
き、
わ
が
同は
もっ
と
深
刻
な
か
た
ち
で
蹄
み

絵
をつ
きつ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る・

以
k
の
給
付は、
あ
主
り
に
も
仮
定
的
な
が川
悼酬
を

泌
さ
だ
し
てい
る
の
か
も
し
れ
ない。
だ
が、
こ
の

よ
う
な
可
能
性を
合
め
てム同
月
間
泌
を
広
く
町内
く
倹

対
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は、
その
山位仰
と

市
裂
性に
も
か
か
わ
ら
ず
急
激に
仙以
来
し、

忘却
し

て
し
まっ
て
い
る
私
が
こ
こ
で
あ
え
て、
挑
発
的

な
試
泌
を
以聞
し
た
ゆ
え
んで
あ
る 。
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